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奈良、平安時代における中国音楽の受容と変容

　

古
代
か
ら
近
代
に
至
る
ま
で
、
中
国
は
、
朝
鮮
、
日
本
、
ベ
ト
ナ
ム
、
琉
球

な
ど
と
い
っ
た
東
ア
ジ
ア
の
国
々
や
地
域
の
文
化
や
制
度
、
宮
廷
行
事
な
ど
の

広
い
領
域
に
わ
た
っ
て
影
響
を
及
ぼ
し
た
が
、
そ
の
な
か
に
は
音
楽
文
化
も
当

然
含
ま
れ
て
い
る
。
日
本
の
場
合
、
正
倉
院
に
保
存
さ
れ
て
い
る
隋
、
唐
代
の

い
く
つ
か
の
楽
器
、
京
都
の
陽
明
文
庫
に
保
存
さ
れ
て
い
る
唐
伝
五
弦
琵
琶
譜
、

ま
た
、
日
本
雅
楽
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
な
ど
か
ら
、
当
時
隆
盛
を
誇
っ
て
い
た
唐

文
化
が
日
本
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
、

当
時
両
国
の
間
に
は
、
文
化
的
土
壌
や
民
族
性
が
異
な
っ
た
り
、
ま
た
社
会
発

展
の
程
度
に
も
違
い
が
あ
っ
た
た
め
に
、
文
化
受
容
に
お
け
る
そ
の
程
度
や
内

容
に
差
異
が
あ
り
、
中
国
文
化
の
す
べ
て
を
そ
の
ま
ま
輸
入
し
た
わ
け
で
は
な

い
。

　

本
稿
で
は
「
踏
歌
」
と
い
う
音
楽
の
ジ
ャ
ン
ル
を
取
り
上
げ
、
当
時
の
日
本

の
文
化
受
容
層
が
ど
の
よ
う
に
中
国
文
化
を
受
け
入
れ
、
消
化
し
、
自
文
化
の

な
か
に
組
み
込
み
、
ま
た
変
容
さ
せ
た
の
か
に
つ
い
て
、
考
察
を
試
み
よ
う
と

す
る
。

　

踏
歌
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
は
多
数
挙
げ
ら
れ
る
。
折
口
信
夫
、
土
橋

寛
、
山
中
裕
、
岩
橋
小
彌
太
ら
諸
氏
は
文
学
、
歴
史
学
、
民
俗
学
な
ど
の
視
点

か
ら
踏
歌
を
論
じ
て
き
た
（
1
）。

荻
美
津
夫
氏
が
『
日
本
古
代
音
楽
史
論
』（
一
九

七
七
）
第
二
章
第
二
節
に
お
い
て
音
楽
の
面
か
ら
踏
歌
を
詳
し
く
論
じ
ら
れ
、

そ
れ
は
日
本
に
お
け
る
踏
歌
と
歌
垣
の
関
係
を
中
心
と
す
る
論
考
で
あ
る
。
そ

し
て
同
氏
の
「
踏
歌
節
会
と
踏
歌
の
意
義
（
2
）」

も
主
に
日
本
の
踏
歌
事
お
よ
び
踏

歌
節
会
に
つ
い
て
の
展
開
研
究
で
あ
り
、
中
国
の
踏
歌
に
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
て

い
な
い
。
中
田
武
司
氏
の
『
踏
歌
節
会
研
究
と
資
料
』（
一
九
九
六
年
、
お
う
ふ

う
）
は
日
本
の
踏
歌
と
踏
歌
節
会
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
、
踏
歌
の
発
生
か
ら
中

世
に
至
る
ま
で
の
史
料
を
中
心
に
扱
っ
た
も
の
で
あ
る
。
論
考
の
部
分
も
日
本

の
踏
歌
を
中
心
に
展
開
す
る
も
の
で
あ
り
、
中
国
か
ら
の
踏
歌
が
ど
の
よ
う
に

奈
良
、
平
安
時
代
に
お
け
る
中
国
音
楽
の
受
容
と
変
容

─
踏
歌
の
場
合

趙　
　
　

維　
　

平
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中
国
に
お
い
て
踏
歌
が
い
つ
ご
ろ
始
ま
っ
た
の
か
は
、
史
籍
に
は
明
確
な
記

録
は
な
い
が
、
た
だ
、
踏
歌
と
い
う
術
語
が
出
現
す
る
前
に
す
で
に
、
集
団
で

手
に
手
を
と
り
、
足
で
地
を
踏
ん
で
拍
子
を
と
る
と
い
う
表
演
形
態
が
あ
っ
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

晋
の
葛
洪
が
漢
の
歴
史
を
扱
い
編
纂
し
た
『
西
京
雑
記
』
巻
三
に
は
、

十
月
十
五
日
、
共
入
霊
女
廟
、
以
豚
黍
楽
神
、
吹
笛
撃
筑
。
歌
上
霊
之
曲
。

既
而
相
與
連
臂

踏
地
為
節
、
歌
赤
鳳
凰
来
。	

［
五
葉
・
一
〇
三
五
、
一
三
頁
］

（
十
月
十
五
日
、
共
に
霊
女
廟
に
は
い
り
、
神
様
を
喜
ば
せ
る
た
め
、
豚
と
米

を
さ
さ
げ
る
。
そ
し
て
笛
を
吹
き
、
筑
を
打
っ
て
上
霊
の
曲
を
歌
う
。
そ
の
後

女
性
た
ち
は
、
手
に
手
を
繋
ぎ
、
足
で
地
を
踏
ん
で
拍
子
を
と
っ
て
踊
り
、
赤

鳳
凰
が
や
っ
て
来
る
、
と
い
う
歌
を
歌
う
。
筆
者
訳
・
以
下
同
）

と
い
う
記
述
が
あ
り
、
秋
の
収
穫
の
こ
ろ
、
豊
作
を
感
謝
し
祝
う
た
め
、
神
に

食
物
や
音
楽
、
舞
踊
を
捧
げ
る
、
と
い
う
、
つ
ま
り
神
を
楽
し
ま
せ
る
集
団
歌

舞
の
様
子
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
よ
う
な
群
集
的
な
歌
舞
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
な
文
献
記
録

も
あ
る
。

　
『
梁
書
』
巻
三
九
、
列
伝
第
三
三
に
は
、

日
本
に
受
け
入
れ
ら
れ
、
変
容
し
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
ま
っ
た
く
論
じ
ら
れ

な
か
っ
た
。
張
鳴
氏
が
「
唐
宋
〝
踏
歌
〟
考
釈
（
上
篇
）」
で
は
文
学
の
視
点

か
ら
踏
歌
を
歌
と
し
て
唐
か
ら
宋
代
ま
で
を
重
点
に
置
い
て
論
じ
た
が
（
3
）、

そ
の

踏
歌
は
日
本
と
ど
の
よ
う
な
関
係
が
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
踏
歌
は
中
国
で
は
ど

の
よ
う
な
性
格
を
持
っ
て
い
た
の
か
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
踏
歌
と
い
う
も
の
が
い
っ
た
い
ど
う
い
う
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、

と
く
に
、
中
国
の
唐
お
よ
び
そ
れ
以
前
の
文
献
に
見
ら
れ
る
踏
歌
の
実
体
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
日
本
の
宮
廷
に
最
初
に
伝
わ
っ
て
き

た
の
は
唐
人
・
漢
人
と
い
う
中
国
人
か
ら
直
接
伝
播
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
当
時
日
本
は
中
国
風
を
受
け
入
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
日
本
社
会
・
日

本
文
化
に
あ
る
程
度
適
応
し
、
ま
た
変
化
を
加
え
た
の
か
、
と
い
う
奈
良
、
平

安
時
代
の
文
化
受
容
に
つ
い
て
の
問
題
は
こ
れ
ま
で
あ
ま
り
研
究
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
。
本
稿
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
史
料
を
も
と
に
こ
れ
ら
の
問
題
を
明
ら
か
に

し
て
み
よ
う
と
思
う
。

一
、
中
国
に
お
け
る
踏
歌

　

踏
歌
は
、
そ
の
文
字
が
示
す
よ
う
に
、
歌
い
な
が
ら
足
で
大
地
を
踏
ん
で
拍

子
を
と
り
な
が
ら
踊
る
と
い
う
も
の
で
あ
り
、「
踏
」
は
舞
踊
の
初
期
形
態
と

い
う
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、「
踏
」
と
い
う
字
は
、
文
献
で
は
沓
、
蹈
、
蹋
、

蹹
な
ど
の
異
体
も
見
ら
れ
る
が
、
同
じ
意
味
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
「
踏
」

に
統
一
表
記
す
る
。
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両
方
で
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
、
唐
詩
な
ど
に
よ
く
見
ら
れ
る
。

　

李
白
の
『
贈
汪
淪
』
詩
に
は
、

李
白
乗
舟
将
欲
行　

忽
聞
岸
上
踏
歌
声
。

	

［『
全
唐
詩
』
巻
一
七
一
、
一
七
六
五
頁
］

と
み
え
、
船
に
乗
ろ
う
と
し
た
と
き
、
突
然
川
の
向
こ
う
側
か
ら
踏
歌
の
声
が

伝
わ
っ
て
き
た
、
と
あ
っ
て
、
野
外
で
踏
歌
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
顧
况
の
『
聴
山
鷓
鴣
』
に
は
、

…
…
夜
宿
桃
花
村
。
踏
歌
接
天
暁
。

	

［『
全
唐
詩
』
巻
二
六
七
、
二
九
五
九
頁
］

と
あ
り
、
桃
花
村
に
泊
ま
っ
た
と
き
、
人
々
が
徹
夜
で
踏
歌
に
興
じ
て
い
た
、

と
書
か
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
は
、
徐
鉉
の
踏
歌
詞
『
寒
食
成
判
官
垂
訪
因
贈
』
に
も
、

遠
巷
踏
歌
深
夜
月
。
隔
牆
吹
管
数
枝
花
。

	

［『
全
唐
詩
』
巻
七
五
三
、
八
五
六
八
頁
］

と
あ
り
、
深
夜
、
遠
い
町
か
ら
踏
歌
の
声
が
伝
わ
っ
て
き
た
様
子
が
描
写
さ
れ

為
作
楊
白
華
歌
辞
、
使
宮
人
昼
夜
連
臂
踏
足
歌
之
。	［
五
五
六
〜
五
五
七
頁
］

（
楊
白
華
の
歌
詞
を
作
り
、
宮
人
た
ち
に
、
昼
と
な
く
夜
と
な
く
、
手
に
手
を

つ
な
ぎ
、
足
で
拍
子
を
と
っ
て
、
歌
わ
せ
る
。）

　

ま
た
『
北
史
』
巻
四
八
、
列
伝
第
三
六
、
尓
朱
栄
に
は
、

…
…
日
暮
罷
帰
、（
尓
朱
栄
）
便
與
左
右
連
手
踏
地
、
唱
廻
波
楽
而
出
。

	

［
一
九
〇
頁
］

（
尓
朱
栄
は
夕
方
に
は
宮
廷
に
戻
っ
て
〔
宮
人
た
ち
と
〕
左
右
に
手
を
つ
な
ぎ

足
で
拍
子
を
と
り
、
廻
波
楽
を
歌
い
な
が
ら
踊
っ
た
。）

　

さ
ら
に
は
、『
隋
書
』
巻
二
二
、
誌
第
十
七
に
も
、

周
宣
帝
与
宮
人
夜
中
連
臂
踏
蹀
而
歌	

［
六
三
九
頁
］

（
周
宣
帝
は
夜
中
に
宮
人
と
手
に
手
を
と
っ
て
歌
い
な
が
ら
踊
る
。）

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
か
ら
見
れ
ば
、
踏
歌
と
い
う
言
葉
は
使
わ
れ
て
い
な
い

に
し
て
も
、
人
々
が
手
に
手
を
と
っ
て
列
を
な
し
（
連
臂
、
連
手
）、
歌
い
な
が

ら
「
踏
足
」「
踏
地
」
し
て
踊
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
れ
は
踏
歌
と
い
う

術
語
が
出
現
す
る
前
の
こ
と
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

唐
の
時
代
に
な
る
と
、
踏
歌
が
大
衆
的
な
娯
楽
歌
舞
と
し
て
民
間
と
宮
廷
の
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有
葱
嶺
西
曲
、
士
女
踏
歌
為
隊
、
其
詞
言
葱
嶺
之
民
楽
、
河
湟
故
地
帰
唐

也
。	

［『
新
唐
書
』
巻
二
二
、
礼
楽
、
四
七
八
頁
］

（
太
常
の
楽
工
は
五
千
人
あ
ま
り
が
い
て
、
そ
の
う
ち
俗
楽
は
千
五
百
人
あ
ま

り
。
宣
宗
は
群
臣
を
宴
す
る
た
び
に
、
百
戯
を
備
え
、
自
ら
新
曲
を
作
り
、
女

の
楽
人
を
数
十
か
ら
百
人
ま
で
命
じ
、
真
珠
と
翡
翠
を
つ
け
た
赤
い
絹
の
服
を

着
せ
て
、
手
に
手
を
取
り
歌
い
な
が
ら
踊
ら
せ
る
。
そ
の
楽
に
は
「
播
皇
猷
」

と
い
う
曲
が
あ
る
。
舞
人
た
ち
は
高
い
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
大
き
な
靴
を
履
き
、

大
き
い
袖
、
ゆ
っ
た
り
し
た
帯
と
い
う
い
で
た
ち
で
一
定
の
法
則
を
守
っ
て
俯

い
た
り
、
仰
い
だ
り
し
て
前
に
向
か
っ
て
い
く
と
い
う
踊
り
方
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
隊
列
を
つ
く
っ
て
昔
西
戎
の
領
域
を
唐
に
取
り
戻
し
た
こ
と
を
歌
い
な
が

ら
男
女
と
も
に
踏
歌
す
る
。）

　

こ
こ
で
は
、
女
の
楽
人
は
数
十
か
ら
百
に
至
る
「
連
袂
」
で
踏
歌
す
る
ほ
か
、

男
性
も
加
わ
っ
た
隊
列
で
の
男
女
混
合
（
士
女
踏
歌
為
隊
）
の
上
演
の
し
か
た

が
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
女
の
楽
人
た
ち
が
真
珠
と
翡
翠
で

飾
っ
た
絹
の
衣
服
（
珠
翠
緹
繍
）
を
着
て
、
手
と
手
を
繋
い
で
歌
う
（
連
袂
而

歌
）。
舞
人
た
ち
は
高
い
帽
子
を
か
ぶ
っ
て
大
き
な
靴
（
音
を
出
す
た
め
）
を
履

き
、
大
き
い
袖
、
ゆ
っ
た
り
し
た
帯
（
高
冠
方
履
、
褒
衣
博
帯
）
と
い
う
い
で

た
ち
で
一
定
の
法
則
を
守
っ
て
俯
い
た
り
、
仰
い
だ
り
し
て
前
に
向
か
っ
て
い

く
（
趨
走
俯
仰
、
中
於
規
矩
）
と
い
う
踊
り
方
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
隊
列
を
つ

く
っ
て
西
域
の
歌
を
歌
い
な
が
ら
男
女
と
も
に
踏
歌
す
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

て
い
て
、
踏
歌
は
民
間
で
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
は
っ
き
り
と
わ

か
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
民
間
で
流
行
っ
て
い
た
も
の
が
宮
廷
に
も
及
ん
だ
こ
と
は
、

『
旧
唐
書
』
巻
七
本
紀
第
七
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

（
景
雲
）
二
（
七
一
一
）
年
春
正
月
…
…
上
元
日
夜
、
上
皇
御
安
福
門
観
燈
、

出
内
人
連
袂
踏
歌
、
縦
百
僚
観
之
。
一
夜
方
罷
。	

［
一
六
一
頁
］

　

す
な
わ
ち
、
旧
正
月
十
五
日
（
上
元
日
）
の
夜
に
睿
宗
皇
帝
が
安
福
門
で
燈

龍
を
見
物
し
た
時
、
宮
廷
の
内
人
、
つ
ま
り
内
教
坊
の
女
の
楽
人
た
ち
が
手
に

手
を
と
っ
て
（
連
袂
）
踏
歌
し
た
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
内
教
坊
の
楽

人
た
ち
に
踏
歌
を
お
こ
な
わ
せ
、
そ
れ
を
官
僚
た
ち
が
徹
夜
で
楽
し
ん
だ
こ
と

か
ら
す
る
と
、
こ
の
時
代
に
お
い
て
、
す
で
に
踏
歌
は
民
間
か
ら
宮
廷
に
吸
収

さ
れ
、
上
元
日
の
イ
ベ
ン
ト
、
つ
ま
り
宮
廷
で
の
行
事
に
な
っ
て
い
た
、
と
考

え
ら
れ
る
。

　

宮
中
で
お
こ
な
わ
れ
た
こ
の
よ
う
な
踏
歌
の
例
は
、
大
中
（
八
四
七
〜
八
六

〇
）
初
年
の
記
事
に
も
見
ら
れ
る
。

太
常
楽
工
五
千
餘
人
、
俗
楽
一
千
五
百
餘
人
。
宣
宗
毎
宴
群
臣
、
備
百
戯
。

帝
制
新
曲
、
教
女
伶
数
十
百
人
、
衣
珠
翠
緹
繍
、
連
袂
而
歌
、
其
楽
有
播

皇
猷
之
曲
、
舞
者
高
冠
方
履
、
褒
衣
博
帯
、
趨
走
俯
仰
、
中
於
規
矩
。
又
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と
あ
る
。

　

ま
た
そ
の
直
後
、
つ
ま
り
玄
宗
開
元
（
七
一
三
〜
七
四
一
）
の
初
め
に
張
説

の
七
言
絶
句
の
「
踏
歌
詞
」
も
あ
ら
わ
れ
た
。

花
萼
楼
前
雨
露
新
。
長
安
城
裏
太
平
人
。

龍
街
火
樹
千
重
焔
。
鶏
踏
蓮
花
万
歳
春
。

	

［『
全
唐
詩
』
巻
八
九
、
九
八
二
頁
］

　

こ
の
よ
う
な
七
言
四
句
は
そ
の
時
代
に
は
人
気
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
顧
况
や

陳
去
疾
や
劉
禹
錫
等
は
踏
歌
詞
を
た
く
さ
ん
残
し
て
い
る
（
4
）。

こ
れ
を
み
る
と
踏

歌
の
リ
ズ
ム
は
唐
時
代
に
な
っ
て
か
ら
規
範
化
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま

り
、
五
言
や
七
言
詩
の
よ
う
に
決
め
ら
れ
た
韻
律
で
歌
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の

で
あ
る
。

　

な
お
、
踏
歌
の
演
奏
形
態
や
演
奏
場
所
な
ど
を
も
う
一
度
検
討
し
て
み
よ
う
。

　

踏
歌
の
出
演
場
所
に
つ
い
て
は
、
前
例
に
挙
げ
た
李
白
の
『
贈
汪
淪
』
詩
と

し
て
の
「
忽
聞
岸
上
踏
歌
声
」
や
顧
况
の
『
聴
山
鷓
鴣
』
に
あ
る
「
踏
歌
接
天

暁
」
か
ら
見
れ
ば
、
野
外
で
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
を

具
体
的
に
書
き
記
し
た
踏
歌
詞
（
劉
禹
錫
）
の
「
桃
蹊
柳
陌
好
経
過　

燈
下
粧

成
月
下
歌
」
と
い
う
字
句
か
ら
す
る
と
、
民
間
の
踏
歌
は
燈
を
と
も
し
、
月
の

光
の
さ
す
と
こ
ろ
、
あ
る
い
は
小
さ
い
道
や
田
圃
の
傍
で
催
し
た
こ
と
が
わ
か

　

と
こ
ろ
で
、
唐
代
に
な
る
と
「
踏
歌
詞
」
と
い
う
新
し
い
文
学
の
ジ
ャ
ン
ル

が
生
み
出
さ
れ
た
。
唐
の
文
学
の
隆
盛
の
一
面
が
う
か
が
え
る
と
同
時
に
、
踏

歌
が
そ
の
時
代
の
た
い
へ
ん
重
要
な
歌
舞
様
式
で
あ
っ
た
こ
と
も
推
測
で
き
る
。

　

そ
れ
は
、
初
唐
の
太
宗
貞
観
年
間
（
六
二
七
〜
六
四
九
）
の
謝
偃
二
首
の
五

言
八
句
「
踏
歌
詞
」
に
は
じ
め
て
見
ら
れ
る
。

　

そ
の
一　

常
体　

四
平
韻

逶
迤
度
香
閤
。
顧
歩
出
蘭
閨
。
欲
繞
鴛
鴦
殿
。
先
過
桃
李
蹊
。

風
帯
舒
還
巻
。
簪
花
挙
復
低
。
欲
問
今
宵
楽
。
但
聴
歌
声
斉
。

　

そ
の
二　

別
体　

五
平
韻

春
景
嬌
春
台
。
新
露
泣
新
梅
。
春
葉
参
差
吐
。
新
花
重
疊
開
。

花
影
飛
鶯
去
。
歌
声
度
鳥
来
。
倩
看
飄
颻
雪
。
如
何
舞
袖
迴
。

	

［『
全
唐
詩
』
巻
三
八
、
四
九
二
頁
］

　

謝
偃
の
五
言
八
句
「
踏
歌
詞
」
が
出
現
し
た
半
世
紀
後
の
睿
宗
景
雲
年
間

（
七
一
〇
〜
七
一
二
）
に
は
、
崔
液
の
五
言
律
詩
二
首
が
出
て
お
り
、
そ
の
中
の

一
首
に
は
、

綵
女
迎
金
屋
。
仙
姫
出
画
堂
。
鴛
鴦
裁
錦
袖
。

翡
翠
貼
花
黄
。
歌
響
舞
分
行
。
艶
色
動
流
光
。

	

［『
全
唐
詩
』
巻
五
四
、
六
六
七
頁
］
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と
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
歌
場
は
実
は
歌
い
な
が
ら
踊
る
こ
と
で
あ
り
、
踏
歌
を

お
こ
な
う
の
に
都
合
が
よ
い
場
所
と
も
言
え
る
わ
け
で
あ
る
。
唐
の
『
岳
陽
風

土
記
』
に
は
、

荊
湖
民
俗
、
歳
時
会
集
或
祷
祠
、
多
撃
鼓
、
令
男
女
踏
歌
。
謂
之
歌
場
。

	

［
一
五
葉
裏
〜
一
六
葉
表
］

（
荊
湖
の
民
間
風
俗
は
、
年
末
の
こ
ろ
集
会
し
、
あ
る
い
は
願
い
を
し
て
神
を

祭
る
。
そ
の
と
き
に
は
太
鼓
を
叩
き
、
男
女
に
踏
歌
を
せ
し
む
。
そ
れ
を
歌
場

と
呼
ぶ
。）

と
あ
っ
て
、
男
女
の
踏
歌
に
関
連
し
て
歌
場
と
い
う
語
が
は
っ
き
り
記
さ
れ
て

い
る
。

　

そ
し
て
ま
た
、
歌
場
で
の
踏
歌
に
関
す
る
具
体
的
な
描
写
は
『
宣
和
書
譜
』

に
書
か
れ
て
い
て
、
そ
れ
は
唐
・
文
宗
大
和
（
八
二
七
〜
八
三
五
）
の
時
に
南

方
で
お
こ
な
わ
れ
た
中
秋
夜
の
踏
歌
の
こ
と
で
あ
る
。

大
和
中
、
進
士
文
蕭
客
寓
鐘
陵
、
南
方
風
俗
中
秋
夜
婦
人
相
持
踏
歌
…
…

彩
鸞
在
歌
場
中
作
調
弄
語
以
戯
蕭
蕭
心
悦
。	

［
一
二
七
頁
］

（
大
和
年
間
の
こ
ろ
進
士
文
蕭
は
鐘
陵
に
泊
ま
っ
た
。
南
の
風
俗
は
、
中
秋

〔
八
月
中
旬
〕
の
夜
に
女
性
た
ち
が
二
列
に
並
ん
で
向
か
い
合
っ
て
互
い
に
進

退
す
る
踏
歌
で
あ
る
。〔
美
人
〕
呉
彩
鸞
は
そ
の
場
〔
歌
場
〕
で
蕭
蕭
を
喜
ば

る
。
し
か
し
、
踏
歌
の
上
演
は
野
外
ば
か
り
で
は
な
く
、
室
内
で
も
お
こ
な
わ

れ
た
の
は
上
例
崔
液
『
踏
歌
詞
』
に
あ
る
「
綵
女
迎
金
屋　

仙
姫
出
画
堂
」
と

い
う
表
現
か
ら
わ
か
る
。「
金
屋
」
と
「
画
堂
」
が
室
内
を
表
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
歌
響
舞
分
行　

艶
色
動
流
光
」、
す
な
わ
ち
、

歌
い
な
が
ら
行
列
に
分
か
れ
、
身
に
つ
け
た
も
の
を
ぴ
か
ぴ
か
と
光
ら
せ
な
が

ら
流
動
的
に
踊
る
の
が
室
内
で
進
行
す
る
踏
歌
の
姿
で
あ
っ
た
、
と
考
え
ら
れ

る
。

　

尉
遅
匡
（
唐
・
開
元
進
士
）
は
「
観
内
人
樓
上
踏
歌
」
と
い
う
詩
行
を
残
し

て
い
る
。『
教
坊
記
』
に
は
「
樓
下
戯
出
隊
」
と
い
う
記
事
も
あ
る
か
ら
、
当

時
、
踏
歌
の
演
奏
場
所
と
し
て
は
樓
上
と
樓
下
と
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
前
の
例
で
の
「
出
隊
」
や
「
舞
分
行
」
や
「
踏
歌
為
隊
」
な
ど
か
ら
み

る
と
、
踏
歌
の
出
演
は
必
ず
隊
列
を
組
ん
で
演
じ
る
形
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
。

　

そ
し
て
ま
た
、
こ
こ
で
も
う
一
つ
注
意
を
払
う
べ
き
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
れ
は
踏
歌
が
お
こ
な
わ
れ
た
場
所
で
あ
り
、
唐
代
に
は
、
街
で
も
村
で
も

民
間
で
の
歌
舞
の
場
は
す
べ
て
歌
場
と
呼
ば
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

唐
の
『
楽
府
雑
録
』
鼓
架
部
の
条
（［
四
五
頁
］）
に
、

蘇
中
郎
…
…
毎
有
歌
場
、
輒
入
独
舞
。

（
蘇
中
郎
は
歌
場
が
あ
れ
ば
必
ず
独
舞
を
す
る
。）



図１　宋・馬遠「踏歌図」
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さ
て
、
踏
歌
の
演
奏
者
に
つ
い
て
は
、
上
例
の
中
で
は
「
宮
女
」「
内
人
」

「
綵
女
」
な
ど
女
の
踏
歌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、『
旧
唐
書
』
と
『
新
唐

書
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
宮
廷
で
は
大
規
模
な
女
踏
歌
が
あ
っ
た
が
、

当
時
女
踏
歌
の
形
式
は
宮
廷
で
か
な
り
使
わ
れ
た
と
推
測
で
き
る
。
し
か
し
、

盛
ん
に
な
っ
た
民
間
踏
歌
は
、
女
性
だ
け
に
限
ら
ず
、
男
性
の
場
合
や
男
女
混

合
の
場
合
も
あ
っ
た
。

　

上
例
の
『
岳
陽
風
土
記
』
に
は
「
…
…
令
男
女
踏
歌
。」
と
記
録
さ
れ
て
い

る
が
、
顧
况
の
「
踏
歌
接
天
暁
」
に
よ
っ
て
、
大
規
模
の
男
女
混
合
踏
歌
が
あ

っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

唐
の
直
後
宋
朝
の
馬
遠
の
名
画
「
踏
歌
図
」
の
中
に
は
、
年
寄
り
の
男
四
人

が
蛇
が
曲
が
り
く
ね
っ
て
い
る
動
き
を
ま
ね
し
て
歩
き
な
が
ら
歌
う
様
子
が
描

写
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
唐
時
代
の
宮
廷
で
は
、
女
性
を
中
心
に
し

つ
つ
、
男
性
も
加
わ
っ
た
踏
歌
が
お
こ
な
わ
れ
、
民
間
で
も
ま
た
、
男
女
と
も

に
踏
歌
を
し
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
唐
代
ま
で
の
踏
歌
は
次
の
三
点
に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

１　

民
間
の
祭
り
、
ま
た
宮
廷
の
世
俗
的
な
行
事
で
あ
り
、
娯
楽
的
な
も
の

で
あ
っ
た
。

　

２　

手
に
手
を
と
っ
て
隊
列
を
組
む
形
式
の
、
集
団
的
な
芸
能
で
あ
っ
た
。

　

３　

お
も
に
夜
間
、
野
外
お
よ
び
室
内
で
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

　
「
颯
踏
」
と
い
う
語
も
ま
た
、
中
国
の
史
籍
に
は
よ
く
出
て
く
る
。
た
し
か

せ
る
た
め
に
調
弄
語
を
歌
っ
た
。）

と
あ
る
。
そ
こ
で
の
調
弄
語
と
は
、
実
は
一
首
詩
の
こ
と
で
あ
る
。

　
『
古
今
事
文
類
聚
』
の
前
集
巻
一
一
「
天
時
」
部
に
は
、

豪
傑
多
召
名
善
謳
者
、
夜
與
丈
夫
間
立
、
握
臂
連
踏
而
唱
、
惟
対
答
敏
捷

者
勝
。	

［
一
二
葉
］

（
豪
傑
た
ち
は
よ
く
歌
の
上
手
な
美
人
た
ち
を
集
め
て
い
る
、
夜
は
男
の
間
に

た
っ
て
、
手
に
手
を
と
っ
て
足
を
踏
ん
で
歌
う
、
男
女
互
い
に
問
答
す
る
時
に

は
早
い
者
勝
ち
。）

と
あ
っ
て
、
男
女
の
間
の
歌
場
で
の
踏
歌
は
互
い
に
問
答
す
る
形
で
か
ら
か
い

あ
う
言
葉
が
具
体
的
に
書
か
れ
て
い
る
。
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（
現
代
風
に
い
え
ば
）
国
際
的
な
文
化
交
流
の
場
で
使
わ
れ
て
い
た
、
あ
る
い
は
、

天
皇
が
群
臣
お
よ
び
蕃
客
に
宴
を
賜
い
、
ま
た
客
を
招
い
た
際
に
奏
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

　

以
下
、
日
本
宮
廷
で
の
踏
歌
を
、
そ
の
出
現
期
日
、
演
奏
者
、
場
所
、
演
奏

様
式
の
四
項
目
に
分
け
て
検
討
し
て
み
た
い
。

１
、
踏
歌
の
伝
来
と
初
演
の
期
日

　

踏
歌
が
日
本
に
伝
来
し
た
時
期
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
記
述
さ
れ
た
も
の

と
し
て
は
『
日
本
書
紀
』
に
初
出
す
る
の
が
最
古
で
、
そ
こ
に
は
「
持
統
天
皇

七
年
正
月
丙
午
、
漢
人
等
奏
踏
歌
」（
事
例
１
）
と
あ
る
か
ら
、
日
本
の
宮
廷

に
お
い
て
踏
歌
が
始
ま
っ
た
と
き
（
六
九
三
）、
そ
れ
は
中
国
風
の
踏
歌
で
あ

っ
た
、
と
い
う
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、
踏
歌
と
い
う
言
葉
お
よ
び
そ
の
記
事
が
日
本
史
上
に
登
場
す
る

以
前
、
日
本
に
は
「
歌
垣
」
と
い
う
伝
統
音
楽
舞
踊
が
す
で
に
存
在
し
て
い
た
。

そ
れ
は
、
民
間
の
男
女
が
混
ざ
り
あ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
群
集
歌
舞
で
あ
る
が
、

『
続
日
本
紀
』
天
平
六
（
七
三
四
）
年
二
月
癸
巳
朔
の
条
に
は
「
男
女
二
百
四

十
余
人
に
五
位
以
上
の
朝
臣
が
加
わ
っ
て
歌
垣
を
お
こ
な
っ
た
（
6
）」
と
あ
る
か
ら
、

民
間
の
歌
垣
は
八
世
紀
こ
ろ
に
は
す
で
に
宮
廷
に
入
っ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。

　

し
か
し
、
正
史
で
は
『
続
日
本
紀
』
宝
亀
元
（
七
七
〇
）
年
三
月
の
条
以
後

に
は
見
え
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、
歌
垣
は
中
国
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
踏
歌
と
次

に
、「
颯
踏
」
は
本
論
の
主
題
で
あ
る
踏
歌
と
似
た
よ
う
な
表
現
様
式
で
あ
り
、

日
本
に
も
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
論
述
に
関
す
る
こ
と
は
次
回

に
譲
り
た
い
（
5
）。

　

以
上
、
中
国
に
お
け
る
踏
歌
に
つ
い
て
論
述
し
た
が
、
そ
れ
が
日
本
に
伝
来

し
て
以
降
ど
の
よ
う
な
も
の
に
変
容
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、
次
に
考
え

て
み
た
い
と
思
う
。

二
、
日
本
に
お
け
る
踏
歌

　

日
本
の
文
献
に
お
い
て
「
踏
歌
」
と
い
う
語
が
出
現
し
た
こ
ろ
、
そ
の
演
奏

実
体
や
演
奏
様
式
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
中
国
か
ら
伝
来
し
た
ま
ま
の
も
の
だ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
の
後
、
奈
良
、
平
安
の
数
百
年
の
間
に
、
そ

れ
が
ど
の
よ
う
に
定
着
し
て
い
っ
た
の
か
、
ま
た
ど
の
よ
う
に
日
本
風
に
変
化

し
て
い
っ
た
の
か
、
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
ま
ず
当
時
の
受
容
状
態
を
知

る
た
め
、
六
国
史
に
お
け
る
「
踏
歌
」
の
事
例
を
抜
き
出
し
て
調
べ
た
の
が
次

の
表
１
で
あ
る
。

　

以
上
、
六
国
史
に
記
述
さ
れ
た
事
例
に
つ
い
て
、
分
類
項
目
を
立
て
た
上
で

年
代
順
に
一
覧
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
が
表
２
で
あ
る
。
こ
の
表
２
で
わ
か

る
よ
う
に
、
六
国
史
に
お
け
る
「
踏
歌
」
の
記
事
は
、
持
統
七
（
六
九
三
）
年

を
初
出
と
し
て
、
仁
和
三
（
八
八
七
）
年
ま
で
の
二
百
年
ほ
ど
の
間
に
五
九
例

を
数
え
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
、
す
べ
て
宮
廷
の
儀
式
に
関
わ
る
も
の
で
、



時
期

踏
歌
に
関
す
る
記
事

１
持
統
七（
六
九
三
）年
正

月
丙
午

是
日
。
漢
人
等
奏
踏
歌
。『
日
本
書
紀
』
巻
三
〇
、
四
一
八
頁

２
持
統
八（
六
九
四
）年
正

月
辛
丑

漢
人
奏
「
請
」
踏
歌
。
癸
卯
、
唐
人
奏
踏
歌
。『
日
本
書
紀
』
巻
三
〇
、

四
二
一
頁

３
天
平
二（
七
三
〇
）年
正

月
十
六
日

天
皇
御
大
安
殿
宴
五
位
已
上
。
晩
頭
。
移
幸
皇
后
宮
。
百
官
主
典
已
上

陪
従
踏
歌
。
且
奏
且
行
。
引
入
宮
裏
。
以
賜
酒
食
。『
続
日
本
紀
』
巻

十
、
一
二
一
頁

４
天
平
十
四（
七
四
二
）年

正
月
十
六
日

天
皇
御
大
安
殿
。
宴
群
臣
。
酒
酣
奏
五
節
田
舞
。
訖
更
令
少
年
童
女
踏

歌
。
又
賜
宴
天
下
有
位
人
幷
諸
司
史
生
。
於
是
。
六
位
以
下
人
等
鼓
琴
。

歌
曰
。
新
年
始
邇
。
何
久
志
社
。
供
奉
良
米
。
万
代
摩
提
丹
。宴
訖
賜
禄

有
差
。『
続
日
本
紀
』巻
十
四
、一
六
七
頁

５
天
平
勝
宝
四（
七
五
二
）

年
夏
四
月
九
日

盧
舎
那
大
佛
像
成
。
始
開
眼
。
是
日
行
幸
東
大
寺
。
天
皇
親
率
文
武
百

官
。
設
斎
大
会
。
其
儀
一
同
元
日
。
五
位
已
上
者
著
礼
服
。
六
位
已
下

者
当
色
。
請
僧
一
万
。
既
而
雅
楽
寮
及
諸
寺
種
々
音
楽
並
咸
来
集
。
復

有
王
臣
諸
氏
五
節
。
久
米
舞
。
楯
伏
。
踏
歌
。
袍
袴
等
歌
舞
。
東
西
発

声
。
分
庭
而
奏
。
所
作
奇
偉
不
可
勝
記
。『
続
日
本
紀
』
巻
十
八
、
二
一

三
〜
二
一
四
頁

６
天
平
宝
字
三（
七
五
九
）

年
正
月
十
八
日

饗
五
位
已
上
。
及
蕃
客
。
幷
主
典
已
上
於
朝
堂
。
作
女
楽
於
舞
台
。
奏

内
教
坊
踏
歌
於
庭
。『
続
日
本
紀
』
巻
二
二
、
二
五
九
頁

７
天
平
宝
字
七（
七
六
三
）

年
正
月
十
七
日

帝
御
閤
門
。
饗
五
位
已
上
及
蕃
客
。
文
武
百
官
主
典
已
上
於
朝
堂
。
作

唐
吐
羅
。
林
邑
。
東
国
。
隼
人
等
楽
。
奏
内
教
坊
踏
歌
。
客
主
主
典
已

上
次
之
。
賜
供
奉
踏
歌
百
官
人
及
高
麗
蕃
客
綿
有
差
。『
続
日
本
紀
』
巻

二
四
、
二
九
二
頁

８
神
護
景
雲
元（
七
六
七
）

年
十
月
二
四
日

御
大
極
殿
。
屈
僧
六
百
。
転
讀
大
般
若
経
。
奏
唐
高
麗
楽
。
及
内
教
坊

踏
歌
。『
続
日
本
紀
』
巻
二
八
、
三
四
八
頁

９
宝
亀
十
一（
七
八
〇
）年

正
月
十
六
日

賜
唐
及
新
羅
使
射
及
踏
歌
。『
続
日
本
紀
』
巻
三
六
、
四
五
六
頁

10
延
暦
十
四（
七
九
五
）年

正
月
十
六
日

宴
侍
臣
。
奏
踏
歌
曰
。
山
城
顯
楽
旧
来
伝
。
帝
宅
新
成
最
可
憐
。
郊
野

道
平
千
里
望
。
山
河
擅
美
四
周
連
。（
新
京
楽
。
平
安
楽
土
。
万
年
春
。）

冲
襟
乃
春
八
方
中
。
不
日
爰
開
億
載
宮
。
壮
麗
裁
規
伝
不
朽
。
平
安
作

号
験
無
窮
。（
新
年
楽
。平
安
楽
土
。万
年
春
。）新
年
正
月
北
辰
来
。
満
宇

韶
光
幾
處
開
。
麗
質
佳
人
伴
春
色
。
分
行
連
袂
舞
皇
垓
。（
新
年
楽
。平

安
楽
土
。万
年
春
。）卑
高
泳
澤
洽
歓
情
。
中
外
含
和
満
頌
声
。
今
日
新
京

太
平
楽
。
年
年
長
奉
我
皇
庭
。（
新
京
楽
。平
安
楽
土
。万
年
春
。）『
日
本

逸
史
』第
四
巻
、
二
一
頁

11
延
暦
十
八（
七
九
九
）年

正
月
十
六
日

御
大
極
殿
。
宴
群
臣
幷
渤
海
客
。
奏
楽
。
賜
蕃
客
以
上
蓁
揩
衣
。
並
列

庭
踏
歌
。『
日
本
後
紀
』
巻
八
、
十
五
頁

12
弘
仁
六（
八
一
五
）年
正

月
十
六
日

御
豊
楽
院
。
宴
五
位
已
上
及
蕃
客
。
奏
踏
歌
。
賜
禄
有
差
。『
日
本
後

紀
』
巻
二
四
、
一
三
一
頁

13
弘
仁
十
一（
八
二
〇
）年

正
月
十
六
日

御
豊
楽
殿
。
奏
踏
歌
。
宴
群
臣
及
蕃
客
。
賜
禄
有
差
。『
日
本
逸
史
』
巻

二
八
、
二
四
六
頁

14
弘
仁
十
三（
八
二
二
）年

正
月
十
六
日

御
豊
楽
殿
。
宴
五
位
已
上
及
蕃
客
。
奏
踏
歌
。『
日
本
逸
史
』
巻
三
〇
、

二
六
四
頁

15
天
長
二（
八
二
五
）年
正

月
十
六
日

為
諒
闇
無
視
踏
歌
。
但
賜
酒
肴
及
禄
。『
日
本
逸
史
』
巻
三
三
、
三
〇
〇

頁

16
天
長
四（
八
二
七
）年
正

月
十
六
日

聖
体
不
豫
。
不
御
紫
宸
殿
。
皇
太
子
以
下
。
侍
従
已
上
。
賜
禄
観
踏
歌
。

『
日
本
逸
史
』
巻
三
五
、
三
二
一
頁

17
天
長
七（
八
三
〇
）年
正

月
十
六
日

御
紫
宸
殿
賜
宴
。
奏
踏
歌
。『
日
本
逸
史
』
巻
三
八
、
三
四
九
頁

18
天
長
八（
八
三
一
）年
正

月
十
六
日

皇
帝
御
紫
宸
殿
。
覧
踏
歌
。
賜
禄
有
差
。『
日
本
逸
史
』
巻
三
九
、
三
六

二
頁

19
承
和
四（
八
三
七
）年
正

月
十
六
日

天
皇
御
紫
宸
殿
。
観
踏
歌
。『
続
日
本
後
紀
』
巻
六
、
六
三
頁

20
承
和
五（
八
三
八
）年
正

月
十
六
日

天
皇
御
紫
宸
殿
。
覧
踏
歌
。
宴
竟
賜
侍
従
已
上
禄
有
差
。『
続
日
本
後

紀
』
巻
七
、
七
四
頁

21
承
和
六（
八
三
九
）年
正

月
十
六
日

天
皇
御
紫
宸
殿
。
覧
踏
歌
。
宴
侍
従
已
上
。
賜
禄
有
差
。『
続
日
本
後

紀
』
巻
八
、
八
四
頁

22
承
和
七（
八
四
〇
）年
正

月
十
六
日

天
皇
御
紫
宸
殿
。
不
巻
珠
簾
。
而
宴
侍
従
已
上
。
覧
踏
歌
。
畢
賜
禄
有

差
。『
続
日
本
後
紀
』
巻
九
、
九
七
頁

23
承
和
九（
八
四
二
）年
正

月
十
六
日

天
皇
御
紫
宸
殿
。
覧
踏
歌
。
賜
侍
臣
等
禄
有
差
。『
続
日
本
後
紀
』
巻
十　

一
、
一
二
八
頁

24
承
和
十
一（
八
四
四
）年

正
月
十
六
日

天
皇
御
紫
宸
殿
。
宴
侍
従
已
上
。
覧
踏
歌
。
畢
賜
禄
有
差
。『
続
日
本
後

紀
』
巻
十
四
、
一
六
六
頁

25
承
和
十
二（
八
四
五
）年

正
月
十
六
日

天
皇
御
紫
宸
殿
。
観
踏
歌
。
宴
侍
従
已
上
。
訖
賜
禄
有
差
。『
続
日
本
後

紀
』
巻
十
五
、
一
七
四
頁

26
承
和
十
三（
八
四
六
）年

正
月
十
六
日

天
皇
御
紫
宸
殿
。
宴
侍
従
已
上
。
覧
踏
歌
。
訖
賜
禄
有
差
。『
続
日
本
後

紀
』
巻
十
六
、
一
八
四
頁

27
承
和
十
四（
八
四
七
）年

正
月
十
六
日

天
皇
御
紫
宸
殿
。
宴
侍
従
已
上
。
覧
踏
歌
。
訖
賜
禄
有
差
。『
続
日
本
後

紀
』
巻
十
七
、
一
九
六
頁

28
承
和
十
五（
八
四
八
）年

正
月
十
六
日

天
皇
御
紫
宸
殿
。
宴
侍
従
已
上
。
覧
踏
歌
。
訖
賜
禄
。『
続
日
本
後
紀
』

巻
十
八
、
二
〇
六
頁

29
嘉
祥
三（
八
五
〇
）年
正

月
十
六
日

垂
御
簾
覧
踏
歌
「
也
」。
宴
侍
従
已
上
。
賜
禄
有
差
。『
続
日
本
後
紀
』

巻
二
〇
、
二
三
四
頁

表
１　

踏
歌
に
関
す
る
記
事
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30
仁
寿
二（
八
五
二
）年
正

月
十
六
日

賜
宴
侍
臣
。
踏
歌
如
旧
儀
。『
文
徳
実
録
』
巻
四
、
三
五
頁

31
仁
寿
三（
八
五
三
）年
正

月
十
六
日

賜
宴
侍
臣
。
踏
歌
如
常
。『
文
徳
実
録
』
巻
五
、
四
八
頁

32
貞
観
元（
八
五
九
）年
正

月
十
六
日

停
踏
歌
之
節
。
諒
闇
也
。『
三
代
実
録
』
巻
二
、
一
六
頁

33
貞
観
二（
八
六
〇
）年
正

月
十
六
日

踏
歌
之
節
。
天
皇
御
前
殿
。
賜
宴
奏
楽
。
踏
歌
如
常
儀
。『
三
代
実
録
』

巻
四
、
四
五
頁

34
貞
観
三（
八
六
一
）年
正

月
十
六
日

帝
御
前
殿
。
賜
宴
侍
臣
。
踏
歌
賜
禄
如
常
。『
三
代
実
録
』
巻
五
、
六
六

頁

35
貞
観
四（
八
六
二
）年
正

月
十
六
日

踏
歌
之
節
。
天
皇
御
前
殿
。
宴
於
侍
臣
。
踏
歌
如
常
儀
。
賜
禄
各
有
差
。

『
三
代
実
録
』
巻
六
、
八
六
〜
八
七
頁

36
貞
観
五（
八
六
三
）年
正

月
十
六
日

踏
歌
之
節
。
天
皇
御
前
殿
賜
宴
。
侍
臣
奏
楽
。
踏
歌
。
賜
禄
。
其
儀
如

常
。
並
如
旧
儀
。『
三
代
実
録
』
巻
七
、
一
〇
四
頁

37
貞
観
六（
八
六
四
）年
正

月
十
六
日

踏
歌
之
節
。
天
皇
御
前
殿
。
賜
宴
侍
臣
。
伶
官
奏
楽
。
宮
人
踏
歌
如
常

儀
。
賜
親
王
已
下
禄
各
有
差
。『
三
代
実
録
』巻
八
、
一
二
七
頁

38
貞
観
七（
八
六
五
）年
正

月
十
六
日

踏
歌
之
節
。
天
皇
不
御
前
殿
。
宴
于
侍
臣
。
踏
歌
賜
禄
如
常
。『
三
代
実

録
』
巻
十
、
一
四
五
頁

39
貞
観
八（
八
六
六
）年
正

月
十
六
日

踏
歌
之
節
。
天
皇
御
紫
宸
殿
。
宴
于
侍
臣
。
雅
楽
寮
奏
楽
。
宮
人
踏
歌

如
常
。
賜
禄
各
有
差
。『
三
代
実
録
』
巻
十
二
、
一
七
三
頁

40
貞
観
九（
八
六
七
）年
正

月
十
六
日

踏
歌
之
節
。
天
皇
御
紫
宸
殿
。
賜
宴
侍
臣
。
宮
人
踏
歌
如
常
。
日
暮
賜

禄
有
差
。『
三
代
実
録
』
巻
十
四
、
二
〇
九
頁

41
貞
観
十（
八
六
八
）年
正

月
十
六
日

踏
歌
之
節
。
天
皇
御
紫
宸
殿
。
宴
于
侍
臣
。
宮
人
踏
歌
。
宴
竟
賜
禄
如

常
。『
三
代
実
録
』
巻
十
五
、
二
二
八
頁

42
貞
観
十
一（
八
六
九
）年

正
月
十
六
日

踏
歌
之
節
。
天
皇
御
紫
宸
殿
。
宴
於
侍
臣
。
雅
楽
寮
奏
楽
。
宮
人
踏
歌

如
常
。
賜
禄
各
有
差
。『
三
代
実
録
』
巻
十
六
、
二
四
三
頁

43
貞
観
十
二（
八
七
〇
）年

正
月
十
六
日

地
震
。
踏
歌
之
節
。
天
皇
不
御
紫
宸
殿
。
賜
宴
群
臣
。
諸
仗
案
列
。
開

閤
門
。
宮
人
踏
歌
。
皆
如
常
儀
。
日
晩
賜
禄
各
有
差
。『
三
代
実
録
』
巻

十
七
、
二
五
九
〜
二
六
〇
頁

44
貞
観
十
三（
八
七
一
）年

正
月
十
六
日

踏
歌
之
節
。
天
皇
御
紫
宸
殿
。
賜
宴
侍
臣
。
雅
楽
奏
楽
。
宮
人
踏
歌
。

日
暮
賜
禄
如
常
。『
三
代
実
録
』
巻
十
九
、
二
八
五
頁

45
貞
観
十
四（
八
七
二
）年

正
月
十
六
日

停
踏
歌
之
節
。『
三
代
実
録
』
巻
二
一
、
三
〇
三
頁

46
貞
観
十
五（
八
七
三
）年

正
月
十
六
日

停
踏
歌
之
節
。『
三
代
実
録
』
巻
二
三
、
三
二
一
頁

47
貞
観
十
六（
八
七
四
）年

正
月
十
六
日

踏
歌
之
節
。
天
皇
御
紫
宸
殿
。
賜
宴
群
臣
。
雅
楽
奏
楽
。
宮
人
踏
歌
如

常
儀
。
日
暮
賜
禄
各
有
差
。『
三
代
実
録
』
巻
二
五
、
三
三
七
頁

48
貞
観
十
七（
八
七
五
）年

正
月
十
六
日

踏
歌
之
節
。
天
皇
御
紫
宸
殿
。
賜
宴
侍
臣
。
宮
人
踏
歌
如
常
儀
。
日
暮

賜
禄
各
有
差
。『
三
代
実
録
』
巻
二
七
、
三
五
八
頁

49
貞
観
十
八（
八
七
六
）年

正
月
十
六
日

踏
歌
之
節
。
天
皇
御
於
紫
宸
殿
。
賜
宴
侍
臣
。
宮
人
踏
歌
如
常
儀
。
賜

禄
有
差
。『
三
代
実
録
』
巻
二
八
、
三
六
九
頁

50
元
慶
元（
八
七
七
）年
正

月
十
六
日

踏
歌
之
節
。
天
皇
於
前
殿
。
賜
宴
侍
臣
。
雅
楽
寮
奏
楽
。
宮
人
踏
歌
如

常
儀
。
賜
禄
有
差
。『
三
代
実
録
』
巻
三
〇
、
三
九
二
頁

51
元
慶
二（
八
七
八
）年
正

月
十
六
日

踏
歌
之
節
。
天
皇
在
御
簾
中
。
賜
宴
侍
臣
。
雅
楽
寮
奏
楽
。
宮
人
踏
歌

如
常
儀
。
賜
禄
有
差
。『
三
代
実
録
』
巻
三
三
、
四
二
一
頁

52
元
慶
三（
八
七
九
）年
正

月
十
六
日

踏
歌
之
節
。
天
皇
御
紫
宸
殿
。
賜
宴
侍
臣
。
雅
楽
寮
奏
楽
。
宮
妓
踏
歌

如
常
。
宴
竟
賜
禄
各
有
差
。『
三
代
実
録
』巻
三
五
、
四
四
五
頁

53
元
慶
四（
八
八
〇
）年
正

月
十
六
日

踏
歌
之
節
。
天
皇
御
紫
宸
殿
。
賜
宴
侍
臣
。
雅
楽
寮
奏
楽
。
宮
妓
踏
歌

如
常
儀
。
宴
了
賜
禄
有
差
。『
三
代
実
録
』
巻
三
七
、
四
六
九
頁

54
元
慶
六（
八
八
二
）年
正

月
十
六
日

踏
歌
之
節
。
天
皇
御
紫
宸
殿
。
賜
宴
侍
臣
。
雅
楽
奏
音
楽
。
宮
人
踏
歌

如
常
。
賜
禄
有
差
。『
三
代
実
録
』
巻
四
一
、
五
一
五
頁

55
元
慶
七（
八
八
三
）年
正

月
十
六
日

踏
歌
之
節
。
於
紫
宸
殿
宴
于
侍
臣
。
雅
楽
寮
奏
音
楽
。
宮
人
踏
歌
於
殿

上
。
以
雪
落
地
湿
也
。
賜
禄
有
差
。
是
日
。
天
皇
不
御
紫
宸
殿
。『
三
代

実
録
』
巻
四
三
、
五
三
二
頁

56
元
慶
八（
八
八
四
）年
正

月
十
六
日

踏
歌
之
節
。
於
紫
宸
殿
。
賜
宴
侍
臣
。
天
皇
不
臨
御
。
雅
楽
寮
奏
楽
。

宮
人
踏
歌
。
賜
禄
如
常
。『
三
代
実
録
』巻
四
四
、
五
四
七
頁

57
仁
和
元（
八
八
五
）年
正

月
十
六
日

踏
歌
之
節
。
天
皇
御
紫
宸
殿
。
賜
宴
侍
臣
。
宮
人
踏
歌
如
常
。
賜
禄
各

有
差
。『
三
代
実
録
』
巻
四
七
、
五
七
九
頁

58
仁
和
二（
八
八
六
）年
正

月
十
六
日

踏
歌
之
節
。
天
皇
御
紫
宸
殿
。
宴
于
侍
臣
。
宮
人
踏
歌
。
賜
禄
如
常
。

『
三
代
実
録
』
巻
四
九
、
六
〇
四
頁

59
仁
和
三（
八
八
七
）年
正

月
十
六
日

踏
歌
之
節
。
天
皇
御
紫
宸
殿
。
宴
于
侍
臣
。
王
公
並
侍
。
雅
楽
寮
奏
楽
。

宮
人
踏
歌
如
常
儀
。
賜
禄
各
有
差
。『
三
代
実
録
』巻
五
〇
、
六
二
四
頁
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第
に
同
化
し
て
い
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
裏
づ
け
る
た
め
、
天

平
十
四
年
（
七
四
二
）
正
月
十
六
日
の
踏
歌
の
条
を
見
て
み
よ
う
。

　
「
酒
酣
に
し
て
五
節
田
舞
を
奏
る
。
訖
り
て
更
に
、
少
年
・
童
女
を
し
て
踏

歌
せ
し
む
。」
と
い
う
記
述
か
ら
は
、「
少
年
童
女
」
の
踏
歌
は
、
こ
の
日
、
五

節
田
舞
が
終
わ
っ
て
か
ら
お
こ
な
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

五
節
田
舞
は
、
農
耕
の
繁
栄
を
祈
り
祝
う
日
本
の
年
中
行
事
に
お
け
る
踊
り

で
あ
る
。
ま
た
、
踏
歌
の
あ
と
、
六
位
以
下
の
人
等
が
、「
新
し
き
年
の
始
め



表２　六国史における「踏歌」の出現例

和暦 西暦 場所 演奏者 和暦 西暦 場所 演奏者
持統７ 693 ─ 01 ─ 16 漢人 仁寿２ 852 ─ 01 ─ 16
８ 694 ─ 01 ─ 17 漢人 ３ 853 ─ 01 ─ 16
694 ─ 01 ─ 18 唐人 貞観１ 859 ─ 01 ─ 16

天平２ 730 ─ 01 ─ 16 大安殿 ２ 860 ─ 01 ─ 16 △
14 742 ─ 01 ─ 16 大安殿 少年童女 ３ 861 ─ 01 ─ 16 △

天平勝宝４ 752 ─ 04 ─ 09 東大寺 ４ 862 ─ 01 ─ 16 △
天平宝字３ 759 ─ 01 ─ 18 庭 ５ 863 ─ 01 ─ 16 △

７ 763 ─ 01 ─ 17 朝堂 客主主典已上 ６ 864 ─ 01 ─ 16 △ 宮人
神護景雲１ 767 ─ 01 ─ 24 大極殿 ７ 865 ─ 01 ─ 16
宝亀11 780 ─ 01 ─ 16 ８ 866 ─ 01 ─ 16 X 宮人
延暦14 795 ─ 01 ─ 16 ９ 867 ─ 01 ─ 16 X 宮人

18 799 ─ 01 ─ 16 庭 10 868 ─ 01 ─ 16 X 宮人
弘仁６ 815 ─ 01 ─ 16 ◆ 11 869 ─ 01 ─ 16 X 宮人

11 820 ─ 01 ─ 16 ◆ 12 870 ─ 01 ─ 16 宮人
13 822 ─ 01 ─ 16 ◆ 13 871 ─ 01 ─ 16 X 宮人

天長２ 825 ─ 01 ─ 16 14 872 ─ 01 ─ 16
４ 827 ─ 01 ─ 16 15 873 ─ 01 ─ 16
７ 830 ─ 01 ─ 16 X 16 874 ─ 01 ─ 16 X 宮人
８ 831 ─ 01 ─ 16 X 17 875 ─ 01 ─ 16 X 宮人

承和４ 837 ─ 01 ─ 16 X 18 876 ─ 01 ─ 16 X 宮人
５ 838 ─ 01 ─ 16 X 元慶１ 877 ─ 01 ─ 16 △ 宮人
６ 839 ─ 01 ─ 16 X ２ 878 ─ 01 ─ 16 宮人
７ 840 ─ 01 ─ 16 X ３ 879 ─ 01 ─ 16 X 宮妓
９ 842 ─ 01 ─ 16 X ４ 880 ─ 01 ─ 16 X 宮人
11 844 ─ 01 ─ 16 X ６ 882 ─ 01 ─ 16 X 宮人
12 845 ─ 01 ─ 16 X ７ 883 ─ 01 ─ 16 X 宮人
13 846 ─ 01 ─ 16 X ８ 884 ─ 01 ─ 16 X 宮人
14 847 ─ 01 ─ 16 X 仁和１ 885 ─ 01 ─ 16 X 宮人
15 848 ─ 01 ─ 16 X ２ 886 ─ 01 ─ 16 X 宮人

嘉祥３ 850 ─ 01 ─ 16 ３ 887 ─ 01 ─ 16 X 宮人

場所名 符号 出現頻度 出現年代 全例
豊楽殿 ◆ ３ 693 年から 887 年

までの 194 年間紫宸殿 X 28 59 件
前殿 △ ６
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に
、
か
く
し
こ
そ
、
供
奉
ら
め
、
万
代
ま

で
に
」
と
い
う
農
業
の
収
穫
を
予
祝
す
る

た
め
に
詠
ん
だ
和
歌
の
一
首
が
出
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
こ
の
五
節
田
舞
か
ら
和
歌

ま
で
の
行
事
を
見
る
と
、
こ
の
日
は
新
春

を
祝
う
た
め
の
日
本
在
来
の
や
り
方
、
つ

ま
り
日
本
風
の
伝
統
的
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
が
お
こ
な
わ
れ
た
日
で
踏
歌
が
組
み
込

ま
れ
た
。
そ
れ
を
、
さ
き
に
あ
げ
た
天
平

六
（
七
三
四
）
年
二
月
朔
の
歌
垣
の
条
と

考
え
合
わ
せ
て
み
る
と
、
ち
ょ
う
ど
中
国

の
踏
歌
と
歌
垣
を
合
流
さ
せ
て
で
き
た
踏

歌
の
好
例
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。

　

当
時
、
日
本
の
年
中
行
事
に
は
、
白
馬

節
会
（
正
月
七
日
）、
内
宴
（
正
月
二
二
、

二
三
日
）、
重
陽
節
会
（
九
月
九
日
）
が
あ

り
、
そ
の
一
環
と
し
て
正
月
十
六
日
に
は

踏
歌
節
会
が
あ
っ
た
が
、
中
国
の
踏
歌
が

日
本
に
伝
来
し
て
か
ら
の
記
述
を
追
っ
て

い
く
と
、
日
本
で
は
踏
歌
を
「
あ
ら
れ
ば

し
り
」
と
呼
ん
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
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踏
歌
は
、
聖
武
天
皇
天
平
年
間
か
ら
宮
廷
の
儀
式
と
な
っ
た
。
初
出
の
持
統

七
年
正
月
十
六
日
の
例
か
ら
始
ま
り
、
神
護
景
雲
元
（
七
六
七
）
年
ま
で
の
約

七
〇
年
間
に
お
い
て
、
八
例
の
踏
歌
行
事
は
正
月
中
旬
を
中
心
に
上
旬
と
下
旬

も
催
さ
れ
て
い
る
が
、
宝
亀
十
一
（
七
八
〇
）
年
に
な
っ
て
か
ら
の
踏
歌
は
、

儀
式
と
し
て
正
月
十
六
日
に
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
統
一
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら

か
で
あ
る
。

　

そ
う
す
る
と
、
こ
の
七
〇
年
ほ
ど
の
間
の
八
例
は
「
正
月
十
六
日
」
の
踏
歌

節
の
前
段
階
と
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
一
月
中
旬
の
踏
歌
は
中
国
の
元
宵

節
（
正
月
十
五
日
）
で
お
こ
な
わ
れ
た
踏
歌
の
影
響
を
受
け
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　

そ
し
て
、
宝
亀
十
一
（
七
八
〇
）
年
か
ら
六
国
史
記
載
の
最
後
の
例
の
仁
和

三
（
八
八
七
）
年
ま
で
の
間
に
、
す
べ
て
の
踏
歌
は
宮
廷
儀
式
と
し
て
正
月
十

六
日
に
統
一
さ
れ
た
。
し
か
し
、「
踏
歌
之
節
」
と
い
う
用
語
自
体
は
貞
観
元

（
八
五
九
）
年
の
正
月
十
六
日
に
初
出
し
て
い
て
（
事
例
32
）、
そ
の
日
は
「
諒

闇
の
た
め
に
、
踏
歌
節
を
止
む
。」
と
い
う
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考

え
合
わ
せ
て
み
る
と
、「
踏
歌
」
が
慣
例
と
な
っ
て
か
ら
「
踏
歌
之
節
」
と
し

て
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
か
な
り
の
年
数
が
あ
っ
た
と
考
え
て

よ
い
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
正
月
十
六
日
に
お
こ
な
わ
れ
た
踏
歌
が
慣
例
に
な
っ
て
か
ら
八
〇

年
ほ
ど
も
後
に
な
っ
て
、
や
っ
と
「
踏
歌
之
節
」
と
い
う
術
語
が
出
て
き
た
の

は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

『
日
本
書
記
』
を
注
釈
し
た
鎌
倉
後
期
の
『
釈
日
本
紀
』
の
巻
十
五
に
は
、

奏
踏
歌
。
私
記
曰
。
今
俗
曰
阿
良
礼
走
。
師
説
。
此
歌
曲
之
終
。
必
重
稱

万
年
阿
良
礼
。

今
改
日
万
歳
楽
。
是
古
語
之
遺
也
。	

［
二
一
二
頁
］

と
あ
り
、
踏
歌
の
最
後
の
曲
に
あ
る
囃
（
阿
良
礼
走
・
ア
ラ
レ
バ
シ
リ
）
は
踏
歌

を
指
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
ア
ラ
レ
バ
シ
リ
の
豊
明
は
踏
歌
の
節
会
を
指
す
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

も
わ
か
る
。

　

豊
明
は
、
朝
廷
で
お
こ
な
わ
れ
る
公
式
の
宴
会
の
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

『
公
事
根
源
』
正
月
十
六
日
に
は
、「
踏
歌
節
会
を
ば
、
あ
ら
れ
は
し
り
の
と
よ

の
あ
か
り
と
も
申
す
に
や
。
或
い
は
あ
ら
れ
ま
し
り
と
、
宣
命
の
譜
に
は
よ
め

り
。」（［
三
一
頁
］）
と
は
っ
き
り
書
か
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
日
本
で
は
正
月
十
六
日
の
賜
宴
は
天
武
天
皇
五
（
六
七
六
）
年
の
条

に
初
出
し
て
い
る
（『
日
本
書
記
』）。
し
か
し
な
が
ら
、
踏
歌
と
い
う
術
語
が
日

本
の
正
史
に
初
出
す
る
の
は
前
述
し
た
よ
う
に
持
統
七
年
で
あ
り
、
一
方
日
本

宮
廷
に
お
け
る
文
武
百
官
の
踏
歌
の
記
録
は
そ
れ
か
ら
約
四
〇
年
後
の
こ
と
で

あ
る
が
、
こ
の
四
〇
年
ほ
ど
の
間
の
踏
歌
に
つ
い
て
は
六
国
史
に
は
何
も
記
録

さ
れ
て
い
な
い
。
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め
に
『
源
氏
物
語
』
に
出
現
し
た
男
踏
歌
の
事
例
を
次
に
引
用
す
る
。

　
「
初
音
」
に
は
、

こ
と
し
は
、
男
踏
歌
あ
り
。
内
（
裏
）
よ
り
朱
雀
院
に
ま
ゐ
り
て
、
つ
ぎ

に
、
こ
の
院
に
ま
ゐ
る
。
道
の
ほ
ど
と
ほ
く
て
、
夜
あ
け
が
た
に
な
り
に

け
り
。
月
の
、
曇
り
な
く
澄
み
ま
さ
り
て
、
薄
雪
す
こ
し
ふ
れ
る
庭
の
、

え
な
ら
ぬ
に
、
殿
上
人
な
ど
も
、
も
の
ゝ
上
手
多
か
る
頃
ほ
ひ
に
て
、
笛

の
音
も
、
い
と
お
も
し
ろ
く
吹
き
た
て
ゝ
、
こ
の
御
前
は
、
こ
と
に
心
づ

か
ひ
し
た
り
。

…
…
ほ
の
〴
〵
と
明
け
ゆ
く
に
、
雪
や
ゝ
散
り
て
、
そ
ゞ
ろ
寒
き
に
、
竹

河
謠
ひ
て
、
か
よ
れ
る
す
が
た
、
な
つ
か
し
き
声
〳
〵
の
、
絵
に
も
書
き

と
ゞ
め
難
か
ら
む
こ
そ
、
口
惜
し
け
れ
。

…
…
さ
る
は
、
高
巾
子
の
世
離
れ
た
る
さ
ま
、
壽
詞
の
み
だ
り
が
は
し
き
、

を
こ
め
き
た
る
こ
と
も
、
こ
と
〴
〵
し
く
取
り
な
し
た
る
、
中
〳
〵
、
な

に
ば
か
り
の
、
お
も
し
ろ
か
る
べ
き
拍
子
も
き
こ
え
ぬ
も
の
を
。

…
…
夜
、
あ
け
は
て
ぬ
れ
ば
、
御
か
た
〴
〵
に
、
帰
り
わ
た
り
給
ひ
ぬ
。

お
と
ゞ
の
君
、
す
こ
し
大
殿
籠
り
て
、
日
高
く
、
起
き
た
ま
へ
り
。

…
…
「
い
と
、
う
つ
く
し
」
と
お
ぼ
し
た
り
。
萬
春
楽
、
御
口
ず
さ
み
に

の
た
ま
ひ
て
、「
人
々
、
こ
な
た
に
集
ひ
給
へ
る
つ
い
で
に
、
い
か
で
、

も
の
ゝ
音
、
こ
ゝ
ろ
見
て
し
が
な
。
わ
た
く
し
の
後
宴
な
る
べ
し
」
と
の

給
ひ
て
、
御
琴
ど
も
の
、
う
る
は
し
き
袋
ど
も
し
て
秘
め
お
か
せ
給
へ
る
、

　

こ
の
問
題
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
た
め
、
六
国
史
を
も
う
一
度
見
て
み
た
い
。

　
「
踏
歌
之
節
」
と
い
う
呼
び
方
は
貞
観
元
（
八
五
九
）
年
に
初
出
し
て
お
り
、

そ
の
名
称
は
、
天
安
二
（
八
五
八
）
年
の
八
月
か
ら
書
き
始
め
ら
れ
て
い
る

『
日
本
三
代
実
録
』（
以
下
『
三
代
実
録
』）
の
最
初
の
記
事
の
な
か
に
記
さ
れ
て

い
る
。
そ
う
す
る
と
、『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』（
以
下
『
文
徳
実
録
』）
ま
で
の

編
修
者
ら
が
正
月
十
六
日
の
踏
歌
を
単
な
る
行
事
と
見
な
し
て
い
た
の
が
、
八

五
八
年
の
記
録
（
す
な
わ
ち
『
三
代
実
録
』）
の
編
修
者
の
時
か
ら
は
、
踏
歌
と

い
う
慣
例
行
事
が
正
月
十
六
日
の
宮
廷
の
行
事
と
し
て
認
め
ら
れ
、
固
定
化
す

る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
「
踏
歌
之
節
」
と
い
う
名
称
が
つ
い
た
、
と
考
え
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

そ
し
て
、
こ
の
正
月
十
六
日
の
「
踏
歌
之
節
」
は
平
安
後
期
ま
で
宮
廷
儀
式

と
し
て
続
い
た
の
だ
が
、
そ
れ
は
『
西
宮
記
』
や
『
江
家
次
第
』、
ま
た
十
一

世
紀
あ
た
り
の
『
御
堂
関
白
記
』『
小
右
記
』『
権
記
』
の
日
記
な
ど
か
ら
も
明

ら
か
で
あ
る
（
7
）。

　

な
お
、
日
本
の
宮
廷
で
は
正
月
十
六
日
に
は
正
殿
で
内
教
坊
の
女
踏
歌
が
続

け
ら
れ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、
仁
和
五
（
八
八
九
）
年
か
ら
天
元
六
（
九
八
三
）

年
に
か
け
て
の
百
年
ほ
ど
の
間
は
、
正
月
十
四
日
に
は
男
踏
歌
も
ま
た
宮
廷
で

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。

　

正
月
十
四
日
の
男
踏
歌
は
女
踏
歌
と
二
日
間
ず
れ
て
、
内
容
的
に
も
か
な
り

異
な
っ
て
い
た
。
そ
の
上
演
の
プ
ロ
セ
ス
お
よ
び
そ
の
演
じ
る
形
態
は
『
源
氏

物
語
』
に
い
く
つ
か
の
具
体
例
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
女
踏
歌
と
比
較
す
る
た
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て
、（
源
氏
）「
ご
夫
人
方
が
こ
ち
ら
に
お
集
ま
り
に
な
っ
て
い
る
の
を
機
会
に
、

何
と
か
し
て
、
皆
で
合
奏
〔
女
楽
〕
を
し
た
い
も
の
で
す
な
あ
。
私
的
な
後
宴

を
催
す
こ
と
に
し
よ
う
よ
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
お
琴
な
ど
が
立
派
な
袋
な
ど

に
大
切
に
収
め
ら
れ
て
お
あ
り
な
の
を
、
皆
取
り
出
さ
せ
な
さ
っ
て
、
拭
い
た

り
、
弛
ん
で
い
る
絃
を
お
張
り
な
さ
っ
た
り
、
調
子
を
お
合
わ
せ
に
な
ら
れ

る
。）	

［
中
田
武
司
訳
、
六
〇
二
〜
六
〇
三
頁
］

　

ま
た
「
竹
河
」
に
は
、

そ
の
年
か
へ
り
て
、
男
踏
歌
せ
ら
れ
け
り
。
殿
上
の
若
人
ど
も
の
中
に
、

物
の
上
手
多
か
る
頃
ほ
ひ
な
り
。
そ
の
な
か
に
も
、
勝
れ
た
る
を
選
ら
せ

給
ひ
て
、
こ
の
四
位
（
の
）
侍
従
、
右
の
歌
頭
な
り
。
か
の
蔵
人
の
少
将
、

楽
人
の
数
の
う
ち
に
あ
り
け
り
。
十
四
日
の
月
の
、
花
や
か
に
、
曇
り
な

き
に
、
御
前
よ
り
出
で
ゝ
、
冷
泉
院
に
ま
ゐ
る
。
女
御
も
、
こ
の
御
息
所

も
、
う
へ
に
御
局
し
て
見
給
ふ
。
上
達
部
・
親
王
た
ち
、
ひ
き
つ
れ
て
参

り
給
ふ
。「
右
の
大
殿
・
致
仕
の
大
殿
の
族
を
離
れ
て
、
き
ら
〳
〵
し
う
、

清
げ
な
る
人
は
、
な
き
世
な
り
」
と
見
ゆ
。
う
ち
の
お
前
よ
り
も
、
こ
の

院
を
ば
、
い
と
恥
づ
か
し
う
、
殊
に
思
ひ
聞
え
て
、
み
な
人
、
用
意
を
加

ふ
る
中
に
も
、
蔵
人
の
少
将
は
、「
見
給
ふ
ら
ん
か
し
」
と
思
ひ
や
り
て
、

静
心
な
し
。
匂
も
な
く
、
見
ぐ
る
し
き
綿
花
も
、
か
ざ
す
人
が
ら
に
、
見

わ
か
れ
て
、
さ
ま
も
声
も
、
い
と
、
を
か
し
く
ぞ
あ
り
け
る
。「
竹
河
」

み
な
引
き
出
で
ゝ
、
お
し
の
ご
ひ
て
、
ゆ
る
べ
る
緒
、
整
へ
さ
せ
給
ひ
な

ど
す
。
御
か
た
〴
〵
、
こ
ゝ
ろ
づ
か
ひ
い
た
く
し
つ
ゝ
、
心
げ
さ
う
を
盡

く
し
給
ふ
ら
む
か
し
。	

［
山
岸
徳
平
校
注
、
三
八
九
〜
三
九
一
頁
］

（
今
年
は
男
踏
歌
の
あ
る
年
で
あ
る
。
宮
中
か
ら
朱
雀
院
に
そ
の
行
列
が
参
上

し
て
、
そ
の
次
に
こ
の
六
条
院
に
参
上
す
る
。
道
の
り
が
遠
い
の
で
、
夜
明
け

方
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
月
が
曇
り
な
く
澄
み
わ
た
っ
て
い
て
、
薄
雪
が
少
し

降
っ
て
い
る
庭
が
何
と
も
い
え
ず
美
し
い
う
え
に
、
殿
上
人
な
ど
も
、
音
楽
に

秀
れ
た
人
が
多
い
時
代
で
も
あ
る
の
で
、
笛
の
音
も
と
て
も
興
味
深
く
吹
き
た

て
な
が
ら
、
六
条
院
の
お
庭
で
は
特
に
気
を
遣
っ
て
催
し
て
い
た
。）

（
…
…
夜
も
ほ
の
ぼ
の
と
明
け
て
来
る
頃
に
、
雪
が
い
く
分
降
っ
て
来
て
う
す

ら
寒
い
感
じ
な
の
だ
が
、
催
馬
楽
の
「
竹
河
」
を
謡
っ
て
袖
を
ひ
る
が
え
し
て

い
る
舞
姿
や
感
じ
の
よ
い
歌
声
の
情
趣
は
、
絵
に
も
描
き
と
め
て
お
き
た
い
と

思
っ
て
も
む
つ
か
し
い
の
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。）

（
…
…
と
は
い
え
踏
歌
と
い
う
も
の
は
、
冠
の
巾
子
を
つ
け
て
い
る
の
が
あ
ま

り
見
馴
れ
な
い
姿
で
、
祝
い
の
詞
が
下
品
で
あ
る
の
や
、
滑
稽
な
こ
と
を
仰
々

し
く
言
い
立
て
る
の
は
、
却
っ
て
ど
れ
ほ
ど
の
興
味
が
あ
る
筈
の
拍
子
も
聞
こ

え
て
は
来
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
踏
歌
の
一
行
は
い
つ
も
の
よ
う
に
綿
の
禄
を

い
た
だ
い
て
退
出
す
る
。）

（
…
…
源
氏
の
大
臣
は
、
少
し
お
寝
み
に
な
っ
て
、
日
が
高
く
な
っ
て
か
ら
お

目
覚
め
に
な
ら
れ
た
。）

（
…
…
男
踏
歌
の
中
で
庭
前
で
奏
せ
ら
れ
る
「
万
春
楽
」
を
お
謡
い
に
な
ら
れ
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奈良、平安時代における中国音楽の受容と変容

連
れ
立
っ
て
踏
歌
見
物
に
参
上
な
さ
る
。
右
大
臣
夕
霧
と
致
仕
太
政
大
臣
〔
玉

鬘
の
実
父
〕
の
ご
一
族
の
外
に
は
、
き
ら
び
や
か
に
美
し
い
方
は
無
い
世
の
中

だ
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
。
だ
れ
も
が
皆
帝
の
ご
前
よ
り
も
こ
の
冷
泉
院
の

ご
前
を
ば
と
て
も
気
の
引
け
る
特
別
な
所
と
お
思
い
申
し
あ
げ
て
、
支
度
を
十

分
に
す
る
な
か
で
、
蔵
人
の
少
将
は
あ
の
大
君
が
み
簾
の
中
か
ら
見
て
い
ら
っ

し
ゃ
る
だ
ろ
う
こ
と
と
想
像
し
て
、
気
が
気
で
な
い
。
行
列
の
方
々
が
挿
す
挿

頭
の
綿
花
は
何
の
香
り
も
な
い
見
栄
え
の
し
な
い
も
の
だ
が
、
挿
す
る
人
柄
に

よ
っ
て
自
然
、
別
の
花
の
よ
う
に
も
見
え
る
も
の
で
、
舞
う
姿
も
声
も
、
い
か

に
も
興
趣
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
催
馬
楽
の
「
竹
河
」
を
謡
っ
て
、
み
階
の

あ
た
り
に
踏
み
寄
っ
て
く
る
時
分
に
は
、
去
年
の
正
月
二
十
日
過
ぎ
の
夜
の
、

ほ
ん
の
少
し
演
奏
し
た
管
弦
の
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
て
来
る
の
で
、
少
将
は
音

楽
を
間
違
え
そ
う
に
な
っ
て
涙
ぐ
む
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
行
列
は
、
秋
好

中
宮
の
御
殿
に
参
上
す
る
の
で
、
冷
泉
院
も
そ
ち
ら
の
方
へ
お
移
り
に
な
ら
れ

て
ご
覧
に
な
ら
れ
る
。
月
は
夜
更
け
と
と
も
に
昼
よ
り
も
明
る
く
顔
を
隠
し
た

く
な
る
ほ
ど
に
澄
み
わ
た
っ
て
い
て
、
御
息
所
〔
大
君
〕
が
ど
の
よ
う
に
ご
覧

に
な
っ
て
い
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
と
ば
か
り
気
に
な
る
の
で
、
舞
う
踏
み
足
も
空

を
歩
く
よ
う
で
、
た
だ
よ
ろ
よ
ろ
し
て
舞
っ
て
い
て
、
盃
も
、
名
指
し
を
さ
れ

て
一
人
少
将
だ
け
が
差
さ
れ
て
い
る
の
は
き
ま
り
の
悪
い
こ
と
で
あ
る
。
…
…

院
は
、
宮
中
で
の
様
子
な
ど
を
い
ろ
い
ろ
と
お
尋
ね
に
な
る
。「
歌
の
音
頭
取

り
は
、
年
を
と
っ
た
も
の
が
こ
れ
ま
で
は
勤
め
て
き
た
役
目
な
の
に
、
あ
な
た

が
選
ば
れ
た
の
は
た
い
し
た
も
の
だ
っ
た
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
、
可
愛
い
人
だ

謡
ひ
て
、
御
階
の
も
と
に
踏
み
寄
る
程
、
す
ぎ
に
し
夜
の
は
か
な
か
り
し

遊
び
も
、
思
ひ
出
で
ら
れ
け
れ
ば
、
ひ
が
事
も
し
つ
べ
く
、
涙
ぐ
み
け
り
。

后
の
宮
の
御
か
た
に
ま
ゐ
れ
ば
、
う
へ
も
、
そ
な
た
に
渡
ら
せ
給
ひ
て
、

御
覧
ず
。
月
は
、
夜
深
う
な
る
ま
ゝ
に
、
昼
よ
り
も
、
は
し
た
な
う
、
澄

み
の
ぼ
り
て
、「
い
か
に
見
給
ふ
ら
ん
」
と
の
み
、
お
ぼ
ゆ
れ
ば
、
踏
む

空
も
な
う
、
た
ゞ
よ
ひ
あ
り
き
て
、
さ
か
づ
き
も
、
さ
し
て
、
一
人
を
の

み
咎
め
ら
る
ゝ
は
、
面
目
な
く
な
む
。

…
…
参
り
給
へ
り
。
御
前
の
こ
と
ゞ
も
な
ど
、
問
は
せ
給
ふ
。「
歌
頭
は
、

う
ち
過
ぐ
し
た
る
人
の
、
さ
き
〴
〵
す
る
わ
ざ
を
、
え
ら
ば
れ
た
る
ほ
ど
、

心
に
く
か
り
け
り
」
と
て
、「
う
つ
く
し
」
と
、
思
し
た
め
り
。
万
春
楽

を
、
御
口
ず
さ
み
に
し
給
ひ
つ
ゝ
、
宮
す
所
の
御
方
に
、
わ
た
ら
せ
給
へ

ば
、
御
と
も
に
参
り
給
ふ
。
物
見
に
ま
ゐ
り
た
る
里
人
多
く
て
、
例
よ
り

は
花
や
か
に
、
け
は
ひ
、
今
め
か
し
。

	

［
山
岸
徳
平
校
注
、
二
八
一
〜
二
八
二
頁
］

（
そ
の
年
も
改
ま
っ
て
、
男
踏
歌
〔
正
月
十
四
日
〕
が
催
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

若
い
殿
上
人
た
ち
の
中
に
は
、
歌
舞
音
曲
に
秀
れ
た
者
が
大
勢
い
る
こ
の
頃
で

あ
る
。
そ
の
中
で
も
秀
れ
た
者
を
お
選
び
に
な
ら
れ
、
四
位
の
侍
従
薫
は
右
方

の
音
頭
役
と
な
る
。
あ
の
蔵
人
の
少
将
も
、
楽
人
の
員
数
の
中
に
入
っ
て
い
る

の
だ
っ
た
。
十
四
日
の
月
が
美
し
く
曇
り
も
な
い
晩
に
、
帝
の
ご
前
か
ら
出
て

冷
泉
院
に
参
上
す
る
。
女
一
の
宮
の
女
御
も
、
こ
の
御
息
所
〔
大
君
〕
も
、
院

の
御
殿
に
お
部
屋
を
設
け
て
ご
覧
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
。
公
卿
方
や
親
王
方
も
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…
…
さ
う
じ
み
も
。
女
房
た
ち
も
、「
か
や
う
に
御
心
や
り
て
、
し
ば
し

は
過
ぐ
い
給
は
ま
し
」
と
思
ひ
あ
へ
り
。
み
な
、
同
じ
ご
と
、
か
づ
け
渡

す
、
綿
の
さ
ま
も
匂
ひ
も
殊
に
、
ら
う
〳
〵
し
う
し
な
い
給
ひ
て
、
こ
な

た
は
水
驛
な
り
け
れ
ど
、
け
は
ひ
賑
は
し
く
、
人
々
、
心
げ
さ
う
し
そ
へ

て
、
か
ぎ
り
あ
る
御
あ
る
じ
な
ど
の
こ
と
ゞ
も
ゝ
、
し
た
る
さ
ま
殊
に
用

意
あ
り
て
な
む
、
大
将
殿
せ
さ
せ
給
へ
り
け
る
。

	

［
山
岸
徳
平
校
注
、
一
四
二
〜
一
四
三
頁
］

（
男
踏
歌
が
正
月
一
四
日
に
行
な
わ
れ
る
の
で
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
時
を
考
え
て

お
支
度
を
念
入
り
に
し
、
ま
た
と
な
い
く
ら
い
に
立
派
に
し
て
参
内
な
さ
る
。

…
…
男
踏
歌
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
後
宮
に
実
家
の
女
房
た
ち
が
参
上
し
て
、
と

て
も
風
変
わ
り
な
こ
と
に
何
と
も
に
ぎ
や
か
な
状
態
で
あ
る
の
で
、
皆
が
皆
美

を
競
っ
て
、
み
簾
の
外
に
押
し
出
さ
れ
た
女
房
の
召
物
の
袖
口
の
重
な
り
様
も
、

幾
重
に
も
重
ね
ら
れ
て
い
て
見
事
に
整
え
ら
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
東
宮
の
女

御
〔
髭
黒
の
妹
〕
も
、
い
か
に
も
綺
羅
を
尽
く
し
支
度
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る

け
れ
ど
も
、
東
宮
は
ま
だ
お
若
く
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
は
い
う
も
の
の
、
万
事

が
万
事
、
と
て
も
当
世
風
で
あ
る
。
踏
歌
の
一
行
は
冷
泉
帝
の
御
前
か
ら
秋
好

中
宮
の
御
方
の
方
へ
、
そ
れ
か
ら
朱
雀
院
へ
と
廻
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
う
ち
に
、

夜
も
大
分
更
け
て
来
た
の
で
、
こ
こ
か
ら
離
れ
て
い
る
六
条
院
へ
は
、
今
度
は

仰
々
し
い
と
い
う
こ
と
で
省
略
な
さ
る
。
朱
雀
院
か
ら
宮
中
に
ご
帰
参
な
さ
っ

て
、
東
宮
の
ご
所
の
あ
ち
こ
ち
を
廻
る
う
ち
に
、
夜
が
明
け
て
来
る
。
ほ
の
ぼ

の
と
情
緒
の
あ
る
明
け
方
に
、
と
て
も
酔
い
乱
れ
た
様
子
を
し
て
「
竹
河
」
な

と
思
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
よ
う
で
あ
る
。
院
は
万
春
楽
を
口
ず
さ
み
に
な
り
口

ず
さ
み
に
な
ら
れ
て
、
大
君
の
お
部
屋
に
お
移
り
に
な
ら
れ
た
の
で
、
薫
は
お

供
を
し
て
参
上
な
さ
る
。
踏
歌
の
見
物
に
参
上
し
た
女
房
た
ち
の
実
家
の
人
々

も
大
勢
い
て
、
い
つ
も
よ
り
は
賑
や
か
で
、
様
子
も
活
気
が
あ
る
。）

	

［
中
田
武
司
訳
、
一
一
六
七
〜
一
一
六
八
頁
］

　

さ
ら
に
「
真
木
柱
」
に
は
、

男
踏
歌
あ
り
け
れ
ば
、
や
が
て
そ
の
ほ
ど
に
、
儀
式
、
い
と
今
め
か
し
く

二
な
く
て
、
ま
ゐ
り
給
ふ
。

…
…
踏
歌
は
、
か
た
〴
〵
に
里
人
ま
ゐ
り
、
さ
ま
異
に
、
げ
に
、
賑
は
し

き
見
物
な
れ
ば
、
た
れ
も
〳
〵
、
清
ら
を
つ
く
し
、
袖
口
の
か
さ
な
り
、

こ
ち
た
く
め
で
た
く
、
整
へ
給
ふ
。
春
宮
の
女
御
も
、
い
と
花
や
か
に
も

て
な
し
給
ひ
て
、
み
や
は
、
ま
だ
若
く
お
は
し
ま
せ
ど
、
す
べ
て
、
い
と

今
め
か
し
。
御
前
、
中
宮
の
御
方
、
朱
雀
院
と
に
ま
ゐ
り
て
、
夜
い
た
う

更
け
に
け
れ
ば
、
六
條
院
に
（
は
）、「
こ
の
た
び
は
所
せ
し
」
と
、
は
ぶ

き
給
ふ
。
朱
雀
院
よ
り
か
へ
り
参
り
て
、
春
宮
の
御
方
〳
〵
め
ぐ
る
ほ
ど

に
、
夜
明
け
ぬ
。
ほ
の
〴
〵
と
を
か
し
き
朝
ぼ
ら
け
に
、
い
た
く
醉
ひ
み

だ
れ
た
る
さ
ま
し
て
、
竹
河
謡
ひ
け
る
程
を
見
れ
ば
、
内
の
大
殿
の
君
だ

ち
は
、
四
五
人
ば
か
り
、
殿
上
人
の
な
か
に
、
声
す
ぐ
れ
、
か
た
ち
清
ら

に
て
、
う
ち
つ
ゞ
き
給
へ
る
、
い
と
め
で
た
し
。
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と
こ
ろ
で
、
男
踏
歌
に
つ
い
て
鎌
倉
初
期
に
成
立
し
た
『
年
中
行
事
秘
抄
』

所
引
の
「
踏
歌
記
」
に
よ
れ
ば
、
男
踏
歌
は
仁
和
五
年
に
復
活
し
た
と
見
ら
れ

る
。
そ
し
て
ま
た
、『
河
海
抄
』
や
『
西
宮
記
』
な
ど
に
も
正
月
十
四
日
に
は

男
踏
歌
に
関
す
る
記
録
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
男
踏
歌
は
、
宇
多
天
皇
（
八
八

七
〜
八
九
七
在
位
）
の
こ
ろ
に
は
宮
廷
儀
式
と
し
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
考

え
ら
れ
る
。
ま
た
、
二
、
三
月
の
間
に
踏
歌
後
宴
と
称
し
て
、
男
踏
歌
が
射
場

殿
前
で
弓
結
び
が
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
『
西
宮
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

十
世
紀
末
か
ら
は
、
男
踏
歌
に
つ
い
て
文
献
上
の
記
録
が
見
当
た
ら
な
い
が
、

『
紫
明
抄
』［
巻
五
、
初
音
］
に
は
、「
円
融
院
天
元
六
（
九
八
三
）
年
正
月
十

四
日
有
男
踏
歌
、
…
…
今
度
以
後
男
踏
歌
絶
而
無
之
。」（
九
五
〜
九
六
頁
）
と

書
か
れ
て
あ
り
、
天
元
六
年
を
最
後
と
し
て
男
踏
歌
は
宮
廷
か
ら
消
え
た
こ
と

だ
け
が
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
原
因
や
理
由
な
ど
に
つ
い
て
の
説
明

は
な
い
。

　

さ
て
、
日
本
の
踏
歌
を
ま
と
め
て
み
る
と
、
持
統
七
年
に
初
出
し
て
か
ら
、

平
安
末
ま
で
約
四
百
年
に
わ
た
っ
て
、
と
く
に
延
暦
こ
ろ
か
ら
女
踏
歌
が
正
月

十
六
日
に
宮
廷
儀
式
の
慣
例
と
し
て
演
じ
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
、
仁
和
五
（
八
八
九
）
年
か
ら
は
、
男
踏
歌
が
女
踏
歌
よ
り
二
日
早

く
（
正
月
十
四
日
）
宮
廷
儀
式
音
楽
と
し
て
演
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ

し
て
、
二
、
三
月
の
間
に
男
踏
歌
の
踏
歌
後
宴
が
催
さ
れ
る
時
期
も
あ
っ
た
が
、

約
百
年
後
の
天
元
六
（
九
八
三
）
年
に
は
男
踏
歌
は
宮
廷
か
ら
姿
を
消
し
て
し

ど
を
謡
っ
て
い
る
あ
た
り
を
見
る
と
、
玉
鬘
の
異
母
兄
弟
た
ち
四
、
五
人
ほ
ど

が
、
殿
上
人
の
中
で
も
特
に
声
が
美
し
く
顔
か
た
ち
も
す
っ
き
り
と
し
て
一
緒

に
謡
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
が
そ
の
姿
は
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い
。
…
…
玉
鬘
の

お
部
屋
は
ほ
ん
の
息
つ
ぎ
の
飲
食
物
だ
け
を
饗
応
す
る
場
所
で
あ
る
け
れ
ど
も
、

そ
の
様
子
が
に
ぎ
や
か
で
あ
り
、
踏
歌
の
人
々
も
緊
張
し
て
い
て
、
お
き
ま
り

の
饗
応
な
ど
の
お
支
度
な
ど
も
お
勤
め
を
し
て
い
る
様
子
も
特
別
に
気
を
配
っ

て
、
髭
黒
大
将
は
準
備
を
お
さ
せ
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。）

	
［
中
田
武
司
訳
、
七
四
三
〜
七
四
五
頁
］
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現
し
た
こ
と
も
わ
か
る
。

　

そ
の
中
の
第
三
首
に
は
、「
分
行
連
袂
」
で
（
手
に
手
を
繋
ぎ
、
列
に
分
か
れ

て
）「
麗
質
佳
人
」（
綺
麗
な
女
た
ち
）
が
踏
歌
し
た
、
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
こ

ろ
の
宮
廷
踏
歌
は
女
踏
歌
が
中
心
だ
っ
た
の
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
天
平
二
年
（
事
例
３
）
の
条
に
は
「
百
官
、
主
典
以
上
の
人
た
ち

が
踏
歌
を
奏
し
た
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
宮
廷
で
の
踏
歌
は
こ
の
日
か
ら
日
本

人
の
演
奏
者
が
奏
し
始
め
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

な
お
、
こ
こ
の
「
百
官
」
と
は
宮
廷
の
文
武
官
人
の
総
称
で
あ
る
。
ま
た

「
主
典
」
は
四
部
官
の
文
官
で
あ
り
、
宮
廷
の
「
事
を
受
け
て
登
録
し
、
書
類

案
文
を
作
り
、
公
文
を
読
む
」
人
で
あ
る
（『
官
職
要
解
』
四
二
頁
）。
し
た
が

っ
て
、
こ
の
日
に
奏
さ
れ
た
踏
歌
が
宮
廷
の
男
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明

ら
か
で
あ
る
。

　

ま
た
、
天
平
宝
字
七
年
（
事
例
７
）
の
条
に
は
、
内
教
坊
踏
歌
だ
け
で
な
く
、

主
客
の
主
典
以
上
の
役
人
た
ち
も
ま
た
、
内
教
坊
踏
歌
の
あ
と
で
、
踏
歌
を
奉

じ
て
奏
し
た
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
こ
の
日
は
内
教
坊
の
女
踏
歌
と
主
典
以
上
の
男
踏
歌
と
が
相

つ
い
で
お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

日
本
人
に
よ
っ
て
演
じ
ら
れ
た
宮
廷
の
踏
歌
は
、
最
初
の
六
〇
〜
七
〇
年
ほ

ど
の
間
は
女
性
が
主
体
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
実
際
に
は
、
男
も
参

加
し
た
男
女
共
演
の
踏
歌
も
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
男

女
の
区
別
な
し
の
踏
歌
は
、
お
そ
ら
く
延
暦
年
間
ま
で
続
け
ら
れ
て
い
た
の
で

ま
う
。

　

な
お
、
中
国
か
ら
伝
来
し
た
踏
歌
の
日
本
の
宮
廷
で
の
流
れ
は
、
図
２
に
ま

と
め
て
お
く
が
、
踏
歌
と
い
う
音
楽
の
実
体
が
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
で

あ
っ
た
の
か
、
す
な
わ
ち
そ
の
演
奏
者
や
演
奏
の
ス
タ
イ
ル
は
ど
う
で
あ
っ
た

の
か
、
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
こ
れ
か
ら
述
べ
た
い
。

２
、
踏
歌
の
演
者

　

日
本
の
史
書
に
初
出
す
る
踏
歌
に
お
け
る
演
奏
者
は
、
漢
人
、
唐
人
で
あ
る

が
、
こ
こ
で
い
う
漢
人
と
は
、
中
国
の
南
北
朝
時
代
（
五
世
紀
ご
ろ
）
に
日
本

に
渡
来
し
た
中
国
人
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

他
方
、
唐
人
は
唐
時
代
に
な
っ
て
か
ら
日
本
に
渡
来
し
た
中
国
人
の
こ
と
で
、

前
記
初
出
の
踏
歌
例
は
ち
ょ
う
ど
初
唐
の
終
わ
り
こ
ろ
（
七
世
紀
末
）
に
な
る

と
見
ら
れ
る
。
日
本
が
唐
と
の
文
化
交
流
を
盛
ん
に
お
こ
な
う
よ
う
に
な
る
初

期
で
あ
る
か
ら
、
踏
歌
が
唐
代
中
国
音
楽
文
化
の
一
つ
の
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
解

釈
さ
れ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
初
期
の
日
本
踏
歌
の
例
か
ら
見
る
と
、『
続
日
本
紀
』
に
は
、
天
平

宝
字
三
（
七
五
九
）
年
、
天
平
宝
字
七
（
七
六
三
）
年
お
よ
び
神
護
景
雲
元

（
七
六
七
）
年
の
条
に
、「
内
教
坊
踏
歌
」
と
い
う
記
事
が
記
さ
れ
て
い
て
（
事

例
の
６
、
７
、
８
）、
こ
の
こ
ろ
は
内
教
坊
の
女
の
楽
人
が
踏
歌
を
お
こ
な
っ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
延
暦
十
四
年
（
事
例
10
）
に
日
本
史
上
初
め
て
四
首
の
踏
歌
詞
が
出
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年
間
に
は
復
活
し
た
が
、
榛
揩
を
賜
う
こ
と
と
群
臣
の
踏
歌
と
は
復
活
し
な
か

っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
弘
仁
年
間
に
復
活
し
た
の
は
女
踏
歌
だ
け
だ
っ
た
、

と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
前
述
の
よ
う
に
、
仁
和
五
（
八
八
九
）
年
に
は
、
純
粋
な
男
踏
歌
が

は
じ
め
て
日
本
の
宮
廷
に
お
い
て
出
現
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
の
演
者
は
二
種

類
に
分
か
れ
る
。

　
『
西
宮
記
』『
河
海
抄
』
に
よ
る
と
、
男
踏
歌
で
は
「
歌
頭
」「
歌
掌
」「
舞

人
」
た
ち
は
プ
ロ
の
男
た
ち
で
あ
り
、
男
踏
歌
に
重
要
な
役
割
を
は
た
し
た
も

の
で
あ
っ
た
。『
西
宮
記
』
に
踏
歌
事
の
条
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

…
…
禄
法
歌
頭
六
人
、
攴
子
染
褂
各
一
領
、
歌
掌
已
下
舞
人
已
上
、
攴
子

染
衾
各
一
条
、
楽
人
九
人
、
各
襖
子
一
領
、
…
…
同
日
夜
、
若
有
男
踏
歌
、

前
六
七
日
、
於
御
前
、
被
選
定
歌
頭
已
下
嚢
持
已
上
人
々
、
行
列
次
第
、

載
在
図
中
、
其
後
於
中
院
、
習
礼
二
三
度
、
前
二
日
、
於
院
中
試
楽
（
8
）…

…
。

　

こ
れ
ら
の
歌
頭
、
舞
人
、
歌
掌
ら
は
禄
を
賜
わ
る
。
そ
の
夜
、
男
踏
歌
の
稽

古
が
は
じ
ま
っ
た
。
こ
こ
の
プ
ロ
た
ち
は
男
踏
歌
が
中
心
人
物
で
あ
り
、
行
事

の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

　
『
源
氏
物
語
』
の
「
初
音
」
に
は
、
正
月
十
四
日
の
男
踏
歌
節
で
は
、
貴
族

ら
が
殿
外
で
祭
り
風
の
行
事
を
お
こ
な
っ
て
い
た
こ
と
が
、
次
の
よ
う
に
記
さ

あ
る
。

　

し
か
し
そ
の
あ
と
、
す
な
わ
ち
弘
仁
六
（
八
一
五
）
年
か
ら
の
記
事
で
は
、

常
に
「
踏
歌
を
奏
す
」「
踏
歌
を
観
る
」
と
い
う
書
き
方
に
変
わ
り
、
主
客
お

よ
び
官
人
た
ち
が
踏
歌
を
共
演
す
る
記
事
は
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ

の
こ
と
か
ら
、
日
本
の
踏
歌
が
そ
の
こ
ろ
か
ら
専
門
の
演
者
、
す
な
わ
ち
前
例

の
内
教
坊
の
女
性
が
踏
歌
を
続
け
て
担
当
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

　

貞
観
六
（
八
六
四
）
年
に
は
『
三
代
実
録
』
に
初
め
て
「
宮
人
」
と
い
う
女

性
演
者
が
具
体
的
に
書
か
れ
て
い
る
［
巻
八
、
一
二
七
頁
］。
踏
歌
の
上
演
期

日
、
つ
ま
り
弘
仁
年
間
に
は
す
で
に
正
月
十
六
日
に
決
め
ら
れ
、
平
安
期
末
ま

で
続
け
ら
れ
て
い
た
上
演
期
日
の
一
貫
性
と
そ
の
こ
と
と
を
つ
き
合
わ
せ
て
考

え
て
み
る
と
、
弘
仁
年
間
か
ら
の
日
本
踏
歌
で
は
、
女
踏
歌
の
出
演
者
も
宮
廷

儀
式
で
の
役
割
を
は
た
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

な
お
、
そ
れ
を
裏
付
け
る
も
う
ひ
と
つ
の
資
料
は
、『
内
裏
式
』
十
六
日
踏

歌
式
の
割
注
で
あ
る
。

延
暦
以
往
、
踏
歌
訖
縫
殿
寮
賜
榛
揩
衣
。
群
臣
著
揩
衣
踏
歌
…
…
至
于
大

同
年
中
此
節
停
廃
。

弘
仁
年
中
更
中
興
。
但
糸
引
榛
揩
群
臣
踏
歌
並
停
之
。	

［
二
六
一
頁
］

　

す
な
わ
ち
、
延
暦
以
降
、
群
臣
（
男
た
ち
）
は
賜
わ
っ
た
榛
揩
衣
を
着
て
踏

歌
し
た
の
で
あ
る
が
、
大
同
の
こ
ろ
、
踏
歌
は
い
っ
た
ん
廃
止
さ
れ
た
。
弘
仁
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踏
歌
於
庭
」
と
い
う
記
述
が
あ
る
か
ら
、「
庭
」
で
踏
歌
を
奏
し
、
演
じ
る
こ

と
も
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
も
唐
風
の
演
奏
習
慣
が
続

け
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
延
暦
十
八
年
（
事
例
11
）「
並
列
庭
踏
歌
」

と
い
う
記
事
に
は
、
庭
で
一
列
に
な
ら
ん
で
演
じ
る
と
い
う
唐
風
の
踏
歌
の
演

奏
様
式
で
お
こ
な
わ
れ
た
と
あ
る
。

　

な
お
六
国
史
に
よ
れ
ば
、
踏
歌
の
演
奏
場
所
は
天
長
七
（
八
三
〇
）
年
か
ら

紫
宸
殿
に
移
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
踏
歌
の
場
は
大
内
裏
か
ら
内
裏
の
正

殿
の
前
庭
に
移
さ
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
じ
つ
は
天
長
四
（
八
二
七
）
年
の
踏
歌
の
場
合
、「
聖
体
不
豫
、

不
御
紫
宸
殿
」（
天
子
は
病
気
な
の
で
紫
宸
殿
に
出
御
し
な
か
っ
た
。）
と
あ
る
の

で
、
こ
の
日
に
踏
歌
を
奏
し
た
場
所
は
明
記
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
紫
宸
殿
で

お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
暗
示
さ
れ
て
い
る
。
踏
歌
は
紫
宸
殿
で
お
こ
な
わ
れ
た

と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

天
長
四
年
か
ら
六
国
史
の
終
わ
り
ま
で
の
踏
歌
行
事
は
、
紫
宸
殿
の
ほ
か
に

前
殿
で
奏
さ
れ
た
場
合
が
六
国
史
に
六
例
あ
り
、
こ
の
「
前
殿
」
の
六
例
の
な

か
の
五
例
は
貞
観
二
（
八
六
〇
）
年
か
ら
貞
観
六
（
八
六
四
）
年
ま
で
に
集
中

し
て
い
る
。
貞
観
七
（
八
六
五
）
年
の
正
月
十
六
日
に
は
、（
天
皇
が
）「
前
殿

に
出
御
し
な
か
っ
た
、
踏
歌
は
常
の
如
し
」
と
い
う
記
事
が
あ
っ
て
、
こ
の
年

の
踏
歌
も
変
わ
ら
ず
前
殿
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
貞
観

二
年
か
ら
六
年
ま
で
の
五
年
の
間
に
、
踏
歌
す
る
場
所
が
な
ぜ
急
に
紫
宸
殿
か

ら
前
殿
に
変
わ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
再
検
討
す
る
た
め
、
も
う
一
度
六

れ
て
い
る
。

殿
の
中
将
の
君
、
内
の
大
殿
の
き
み
た
ち
、
そ
こ
ら
に
す
ぐ
れ
て
、
め
や

す
く
花
や
か
な
り
。	

［
山
岸
徳
平
校
注
。
三
八
九
〜
三
九
〇
頁
］

（
源
氏
の
殿
の
ご
子
息
夕
霧
の
中
将
の
君
と
、
内
大
臣
の
ご
子
息
な
ど
は
、
一

行
の
中
で
は
と
く
に
目
立
っ
て
花
や
か
で
あ
る
。）	［
中
田
武
司
訳　

六
〇
三
頁
］

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
男
踏
歌
に
は
プ
ロ
の
出
演
者
に
限
ら
ず
、
ア
マ
チ
ュ
ア
の

貴
族
た
ち
も
そ
の
列
に
参
加
し
た
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
平
安
後
期
に
は
、
正
月
十
六
日
の
内
教
坊
の
舞
姫
に
よ
っ
て
演
じ
ら

れ
た
「
踏
歌
節
会
」
と
い
う
女
踏
歌
以
外
に
、
そ
の
二
日
前
の
正
月
十
四
日
に

は
男
踏
歌
も
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
祭
り
風
の
よ
う
に
演
じ
ら
れ
、
演
者
と
し
て

プ
ロ
と
貴
族
の
ア
マ
チ
ュ
ア
の
両
方
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

３
、
踏
歌
の
場
所

　

表
１
の
最
初
の
三
例
に
つ
い
て
は
場
所
が
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
は
っ
き
り

と
し
た
判
断
は
で
き
な
い
が
、
天
平
二
年
か
ら
天
長
二
年
に
か
け
て
の
百
年
ほ

ど
の
間
は
、
大
安
殿
、
朝
堂
、
豊
楽
殿
お
よ
び
大
極
殿
で
催
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
踏
歌
が
奏
さ
れ
た
場
所
は
、
と
く
に
初
期
に
お
い
て
は
固
定
さ

れ
て
は
い
な
い
が
、
大
内
裏
の
正
殿
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
中
の
天
平
宝
字
三
年
（
事
例
６
）
踏
歌
の
条
に
「
奏
内
教
坊
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「
白
馬
節
会
」
と
「
重
陽
節
」
は
ほ
と
ん
ど
「
前
殿
」
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
文
徳
時
代
に
は
、「
紫
宸
殿
」
と
い
う
場
所
の
名

は
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
判
断
で
き
る
。
そ
の
後
、
し
ば
ら
く
た
っ
て
か

ら
、「
前
殿
」
の
こ
と
が
『
三
代
実
録
』
に
初
め
て
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ

の
間
に
内
裏
の
「
南
殿
」
が
「
前
殿
」
と
い
う
名
称
に
変
わ
っ
た
、
と
考
え
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
理
由
は
『
三
代
実
録
』
に
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
が
、『
国

史
大
辞
典
』
に
は
、
紫
宸
殿
は
「
前
殿
・
正
殿
・
御
在
所
・
正
寝
・
寝
殿
・
南

殿
と
も
記
さ
れ
る
。」
と
書
か
れ
て
い
る
（
七
九
二
頁
）
だ
け
で
、
な
ぜ
最
初

の
七
年
間
と
そ
の
後
の
名
称
が
変
わ
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
何
の
説
明
も
な

い
（
こ
れ
は
推
測
に
過
ぎ
な
い
が
、『
三
代
実
録
』
の
原
史
料
の
差
異
が
貞
観
八
〔
八

六
六
〕
年
こ
ろ
に
別
の
編
集
者
に
代
わ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
、
と
考
え
て
よ
い
の
か

も
し
れ
な
い
）。

　

さ
て
、
正
月
十
六
日
の
踏
歌
節
会
は
十
世
紀
か
ら
十
一
世
紀
の
間
に
も
国
家

儀
式
の
役
割
を
続
け
て
果
た
し
て
き
て
い
た
。
こ
の
こ
ろ
の
日
記
、
た
と
え
ば

『
御
堂
関
白
記
』『
小
右
記
』『
権
記
』
か
ら
見
る
と
、
踏
歌
に
関
す
る
記
述
は
、

天
元
二
（
九
七
九
）
年
〜
長
元
五
（
一
〇
三
二
）
年
の
五
三
年
間
に
は
三
六
例

を
数
え
る
。
し
か
し
そ
の
う
ち
演
奏
場
所
が
記
録
さ
れ
て
い
る
の
は
わ
ず
か
三

例
し
か
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
み
な
南
殿
で
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
（
9
）、

つ
ま
り
正
月

十
六
日
の
女
踏
歌
は
す
べ
て
宮
廷
の
正
殿
で
お
こ
な
わ
れ
、
平
安
初
期
の
場
合

と
一
致
し
て
い
る
儀
式
行
事
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。

国
史
を
調
べ
て
み
た
い
。

　

六
国
史
に
よ
れ
ば
、
天
長
四
（
八
二
七
）
年
か
ら
承
和
十
五
（
八
四
八
）
年

ま
で
の
踏
歌
は
、
ず
っ
と
紫
宸
殿
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
嘉
祥
二

（
八
四
九
）
年
の
条
に
は
宮
廷
の
踏
歌
行
事
が
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
表
１
に

は
、
嘉
祥
二
（
八
四
九
）
年
か
ら
貞
観
七
（
八
六
五
）
年
ま
で
の
十
六
年
間
に

は
、
紫
宸
殿
と
い
う
踏
歌
場
所
は
出
て
き
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

　

な
お
、
嘉
祥
三
（
八
五
〇
）
年
三
月
か
ら
の
例
は
『
文
徳
実
録
』
に
記
録
さ

れ
て
い
て
、
こ
の
書
の
冒
頭
部
分
、
三
月
二
二
日
に
は
「
仁
明
天
皇
が
崩
御
し

た
の
で
紫
宸
殿
の
前
で
挙
哀
と
い
う
行
事
が
お
こ
な
わ
れ
た
」
と
あ
る
が
、
紫

宸
殿
に
つ
い
て
の
記
録
は
『
文
徳
実
録
』
に
は
こ
の
一
か
所
し
か
な
い
。
つ
ま

り
、「
嘉
祥
三
年
三
月
二
二
日
」
の
一
か
所
を
除
い
て
、
文
徳
天
皇
在
位
の
間

に
、
紫
宸
殿
と
い
う
場
所
の
記
録
は
見
ら
れ
ず
、
そ
の
間
、
紫
宸
殿
で
お
こ
な

わ
れ
た
は
ず
の
「
重
陽
節
」
と
い
う
行
事
は
す
べ
て
「
南
殿
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
ま
た
、
正
月
七
日
の
「
白
馬
節
会
」
は
「
豊
楽
院
」
と
「
南
殿
」

で
お
こ
な
わ
れ
た
と
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
内
裏
の
紫
宸
殿
と
い
う
名
称
は
文

徳
年
間
に
お
い
て
南
殿
に
変
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
天
安
二
（
八
五
八
）
年
の
八
月
、
つ
ま
り
、
貞
観
元
（
八
五
九
）

年
の
直
前
か
ら
は
『
三
代
実
録
』
に
場
所
に
つ
い
て
の
記
述
が
始
ま
っ
て
い
て
、

そ
の
時
点
か
ら
「
前
殿
」
の
名
が
出
て
く
る
。
そ
し
て
、
貞
観
七
年
十
一
月
二

一
日
に
天
皇
が
紫
宸
殿
で
賜
宴
の
行
事
を
お
こ
な
っ
た
と
き
ま
で
、
踏
歌
は

「
前
殿
」
で
催
さ
れ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
そ
の
こ
ろ
の
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こ
れ
に
よ
る
と
、
男
踏
歌
の
演
奏
場
所
は
女
踏
歌
の
も
の
よ
り
多
く
な
っ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
も
祭
り
風
な
形
で
儀
式
性
が
薄
く
、
貴
族
等
を
中

心
に
遊
び
の
よ
う
な
パ
レ
ー
ド
と
見
ら
れ
る
。

　

さ
て
、
踏
歌
の
演
奏
場
所
に
つ
い
て
、
平
安
前
期
日
本
宮
廷
の
踏
歌
は
正
殿

の
屋
内
か
野
外
か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
元
慶
七
年
（
事
例
55
）
の
条
で

は
、
雪
が
降
っ
て
地
が
湿
っ
た
た
め
に
、
そ
の
日
の
踏
歌
は
紫
宸
殿
の
「
殿

上
」
で
お
こ
な
っ
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
正
月
十
六
日
の
踏

歌
節
は
雨
と
雪
が
降
ら
な
か
っ
た
場
合
は
、
す
べ
て
殿
舎
の
前
、
つ
ま
り
庭
で

お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。『
年
中
行
事
絵
巻
』
に
現
れ
た

「
踏
歌
図
」
に
は
、
女
性
た
ち
が
庭
で
演
じ
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
ま
た
男

踏
歌
の
場
合
は
、
正
殿
の
儀
式
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
野
外
で

お
こ
な
わ
れ
た
こ
と
が
『
源
氏
物
語
』
や
『
西
宮
記
』
な
ど
に
は
っ
き
り
と
書

か
れ
て
い
る
。

４
、
演
奏
の
ス
タ
イ
ル

　

踏
歌
の
演
奏
様
式
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
中
国
の
踏
歌
は
手
と
手

を
繋
ぎ
、
足
で
地
を
踏
ん
で
踊
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

　

六
国
史
で
は
、
踏
歌
の
演
奏
様
式
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
触
れ
て
は
い
な
い
が
、

『
日
本
逸
史
』
に
記
さ
れ
た
延
暦
十
四
年
（
事
例
10
）
踏
歌
節
に
は
四
首
の
七

絶
四
句
の
踏
歌
詞
が
出
て
き
た
。
そ
の
第
三
首
に
、「
麗
質
佳
人
伴
春
色
、
分

行
連
袂
舞
皇
垓
。」
す
な
わ
ち
、
き
れ
い
な
女
た
ち
が
、
手
と
手
を
繋
ぎ
、
列

　

し
か
し
な
が
ら
、

『
西
宮
記
』『
河
海
抄
』

等
に
書
か
れ
た
男
踏
歌

の
儀
式
は
、
夜
に
南
殿

に
入
り
、
そ
の
後
仁
寿

殿
に
場
を
移
す
、
そ
れ

が
終
わ
っ
た
ら
外
に
出

て
踏
歌
を
続
け
、
夜
明

け
ご
ろ
に
終
わ
る
、
と

い
う
プ
ロ
セ
ス
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
正
殿
で
二

か
所
以
上
を
回
る
や
り

方
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、『
源
氏
物
語
』
の
中
の
記
事
か
ら
は
、
次
の
よ
う
な
場
所
の
移
動
が

見
ら
れ
る
。

行
列
は
、
宮
中
─
朱
雀
院
─
六
条
院
。

	

［
初
音
、
中
田
武
司
訳
、
六
〇
二
〜
六
〇
四
頁
］

行
列
は
、
冷
泉
院
─
中
宮
─
朱
雀
院
。	

［
真
木
柱
、
同
上
、
七
四
四
頁
］

行
列
は
、
宮
中
─
冷
泉
院
。	

［
竹
河
、
同
上
、
一
一
六
七
頁
］
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俯
い
た
り
、
仰
い
だ
り
す
る
踊
り
方
、
と
い
っ
た
点
で
よ
く
似
て
い
る
。

　

さ
て
次
に
、
平
安
中
期
か
ら
の
男
踏
歌
の
様
式
（
進
行
の
次
第
）
が
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
に
つ
い
て
触
れ
る
こ
と
に
す
る
。

・
ま
ず
、
演
者
で
あ
る
歌
頭
六
人
、
歌
掌
以
下
、
舞
人
以
上
は
南
殿
の
西
に

入
り
、
演
奏
に
し
た
が
っ
て
、
舞
人
た
ち
は
東
庭
で
列
を
組
み
、
踏
歌
を

お
こ
な
い
な
が
ら
三
回
ま
わ
る
。

・
そ
し
て
天
皇
の
前
で
祝
詞
を
呈
す
る
。

・
そ
れ
が
終
わ
る
と
、
催
馬
楽
の
「
絹
鴨
」「
此
殿
」
が
奏
さ
れ
る
。

・
貴
族
た
ち
は
、
し
ば
ら
く
酒
を
飲
み
、
そ
の
後
、
奏
者
た
ち
が
演
奏
を
始

め
る
。

・
再
び
催
馬
楽
が
演
じ
ら
れ
た
あ
と
、
舞
人
た
ち
は
ペ
ア
を
組
ん
で
舞
い
な

が
ら
前
進
す
る
。

・
そ
し
て
暫
く
た
っ
て
か
ら
続
々
と
退
場
し
、
庭
外
に
出
て
踏
歌
を
お
こ
な

い
、
そ
れ
が
夜
明
け
ま
で
続
き
、
そ
の
後
、
庭
内
に
戻
っ
て
く
る
。

と
い
う
プ
ロ
セ
ス
だ
っ
た
（『
西
宮
記
』
踏
歌
事
の
条
）。

　

ま
た
『
源
氏
物
語
』
に
よ
れ
ば
、
演
者
た
ち
は
高
巾
子
の
冠
を
か
ぶ
っ
て
麹

塵
の
袍
、
白
の
下
襲
を
着
る
と
い
う
装
束
で
夜
か
ら
明
け
方
ま
で
宮
廷
─
朱
雀

院
─
六
条
院
な
ど
何
か
所
か
を
回
っ
て
歌
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
す
る
、
と
い
う

も
の
だ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
男
踏
歌
の
祭
り
風
の
性
格
か
ら
見
れ
ば
中
国
の
踏

に
分
か
れ
て
踏
歌
し
た
、
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
句
か
ら
見
る
か
ぎ
り
、
そ
れ

は
中
国
と
同
じ
よ
う
な
表
現
（
女
性
の
「
分
行
、
連
袂
」
の
舞
）
だ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

　

ま
た
、
延
暦
十
八
年
（
事
例
11
）
の
踏
歌
で
も
「
並
列
庭
踏
歌
」（
群
臣
と
蕃

客
た
ち
が
庭
で
列
を
つ
く
っ
て
踏
歌
し
た
）
と
あ
る
。
つ
ま
り
日
本
の
宮
廷
で
の

初
期
の
踏
歌
は
唐
の
踏
歌
と
お
な
じ
も
の
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

ま
た
、
延
暦
十
四
年
の
記
述
に
現
れ
る
四
首
の
七
言
四
句
踏
歌
詞
は
、
盛
唐

期
の
劉
禹
錫
や
顧
況
ら
の
七
絶
踏
歌
詞
の
影
響
を
受
け
た
と
思
わ
れ
、
中
国
の

唐
風
を
模
倣
し
た
漢
詩
で
あ
ろ
う
。
そ
の
読
み
方
な
い
し
押
韻
法
か
ら
み
れ
ば
、

日
本
語
よ
り
中
国
語
の
ほ
う
が
読
み
や
す
い
と
思
わ
れ
る
が
、
歌
詞
と
旋
律
や

リ
ズ
ム
と
に
密
接
な
関
係
が
あ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

当
時
こ
の
歌
の
旋
律
は
唐
詩
の
押
韻
法
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
も
の
だ
と
考
え

ら
れ
、
ま
た
、
唐
風
の
旋
律
あ
る
い
は
唐
の
踏
歌
の
旋
律
を
導
入
し
、
模
作
し

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

さ
て
、
踏
歌
の
踊
り
方
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
史
料
が
少
な
か
っ
た
。
し

か
し
、
平
安
末
期
の
朝
儀
、
風
俗
、
建
築
な
ど
が
描
か
れ
た
『
年
中
行
事
絵

巻
』
に
収
め
ら
れ
た
女
踏
歌
の
図
が
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
舞
妓
た
ち
が
庭
で
決

め
ら
れ
た
範
囲
で
行
列
を
な
し
、
唐
装
束
を
身
に
つ
け
、
髮
上
げ
櫛
を
挿
し
、

手
に
檜
扇
と
薄
い
の
重
ね
畳
紙
を
か
ざ
し
て
踊
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ

を
見
る
と
、
大
中
（
八
四
七
〜
八
六
〇
）
初
年
の
唐
宮
廷
の
踏
歌
、
す
な
わ
ち
、

大
き
い
袖
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
帯
の
締
め
方
、
ま
た
、
一
定
の
法
則
を
守
っ
て
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三
、
受
容
の
問
題

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
日
本
の
史
籍
に
頻
繁
に
出
現
す
る
踏
歌
は
中
国
か
ら
直

接
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
庭
で
列
を
な
し
て
舞
う
形
式
や
演
奏
習
慣
・
演

奏
様
式
、
と
り
わ
け
踏
歌
の
リ
ズ
ム
は
、
少
な
く
と
も
延
暦
十
八
（
七
九
九
）

年
ま
で
は
唐
か
ら
影
響
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
中
国
の
踏
歌
は
本
来
、
民
間
風
俗
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
り
、
宮

廷
に
導
入
さ
れ
て
か
ら
も
単
に
春
を
祝
う
行
事
に
組
み
こ
ま
れ
た
も
の
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。
そ
の
歌
（
曲
）
か
ら
み
れ
ば
、「
赤
鳳
凰
来
」、「
楊
白
花
」
な
ど

は
宮
廷
に
入
ら
な
か
っ
た
し
、
大
中
（
八
四
七
〜
八
六
〇
）
初
年
に
宮
廷
で
奏

さ
れ
た
と
き
の
踏
歌
の
楽
「
播
皇
猷
」
も
宮
廷
の
燕
楽
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
日
に
奏
さ
れ
た
「
葱
嶺
西
曲
」
は
も
ち
ろ
ん
中
国
西
北
地
方
の
楽
曲
で
あ

る
。
し
か
し
『
北
史
』「
尓
朱
栄
」
で
の
踏
歌
曲
「
回
波
楽
」
だ
け
は
宮
廷
に

入
っ
て
い
る
。「
回
波
楽
」
は
北
魏
に
初
出
し
、
以
来
ず
っ
と
民
間
に
伝
わ
っ

て
き
た
も
の
で
、
初
唐
の
こ
ろ
に
は
六
言
四
句
の
「
回
波
辞
」
が
み
ら
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
唐
・
李
景
伯
の
「
回
波
辞
」
に
は
、

回
波
尓
時
酒
卮
、
微
臣
職
在
箴
規
、
侍
讌
既
過
三
爵
、
喧
譁
窃
恐
非
儀
。

	

［『
全
唐
詩
』
巻
一
一
〇
、
一
〇
七
八
〜
一
〇
七
九
頁
］

と
あ
り
、『
教
坊
記
』
に
は
、
こ
の
曲
名
が
軟
舞
と
い
う
部
類
に
属
す
る
と
記

歌
と
は
似
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。
特
に
踏
歌
の
後
に
催
馬
楽
を
何
回
も

歌
う
こ
と
、
中
国
で
は
民
間
、
宮
廷
と
も
お
こ
な
っ
た
踏
歌
の
時
に
歌
も
は
さ

ん
で
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
中
国
の
踏
歌
に
真
似
し
た
も
の
と

は
考
え
に
く
い
。
と
い
う
の
は
日
本
の
男
踏
歌
は
プ
ロ
の
男
性
と
ア
マ
チ
ュ
ア

の
貴
族
た
ち
も
参
列
し
た
祭
り
風
の
も
の
だ
っ
た
。
そ
の
旋
律
は
唐
楽
を
中
心

に
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
歌
詞
は
日
本
で
自
作
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
は
延
暦
十
四
年
に
で
き
た
七
絶
の
踏
歌
詩
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
て
、
新
し

い
内
容
と
形
態
が
生
ま
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

以
上
、
日
本
に
お
け
る
踏
歌
の
表
現
様
式
、
上
演
の
期
日
、
上
演
者
、
上
演

場
所
と
演
奏
ス
タ
イ
ル
を
調
べ
る
な
か
で
、
日
本
の
踏
歌
は
も
と
も
と
中
国
か

ら
伝
わ
っ
て
き
た
踏
歌
と
は
異
な
っ
た
方
向
へ
展
開
し
て
い
っ
た
、
と
い
う
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
平
安
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
、
さ
ら
に
は
後
期
に

な
る
と
、
か
な
り
の
変
化
が
起
き
た
が
、
お
な
じ
ジ
ャ
ン
ル
の
も
の
が
異
国
に

導
入
さ
れ
る
と
そ
こ
に
変
化
が
生
じ
て
く
る
の
は
必
然
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の

変
化
で
は
、
与
え
手
と
受
け
手
と
の
間
の
力
関
係
が
大
き
な
鍵
に
な
っ
て
い
る
、

と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
当
時
日
本
の
受
容
層
が
中
国
の
踏
歌
を
ど
の
よ
う
に

変
容
さ
せ
、
ま
た
そ
れ
が
自
文
化
の
な
か
に
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
原
因
お
よ
び

歴
史
的
背
景
な
ど
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
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奈良、平安時代における中国音楽の受容と変容

で
、
と
く
に
八
世
紀
の
中
葉
の
両
京
畿
内
民
間
で
は
か
な
り
流
行
っ
て
い
た
。

そ
れ
が
法
律
に
よ
っ
て
禁
止
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、『
類
聚
三
代
格
』
の

禁
制
事
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

太
政
官
符

禁
断
両
京
畿
内
踏
歌
事

右
被
右
大
臣
今
月
十
四
日
宣
稱
。
奉
勅
。
今
聞
。
里
中
踏
歌
承
前
禁
断
。

而
不
従
捉
搦
猶
有
濫
行
。
厳
加
禁
断
不
得
更
然
。
若
有
強
犯
者
追
捕
申
上
。

天
平
神
護
二
年
正
月
十
四
日	

［
巻
十
九
、
五
八
九
頁
］

　

こ
の
と
き
は
、
民
間
で
の
踏
歌
が
禁
止
さ
れ
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
当
時
両

京
畿
内
の
民
間
で
盛
ん
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
男
女
混
合
で
の
歌

舞
も
ま
た
、
そ
の
対
象
に
な
っ
た
。
こ
の
夜
祭
の
歌
舞
は
、「
男
女
無
別
、
上

下
失
序
、
違
法
敗
俗
」
と
の
理
由
で
延
暦
十
七
年
に
禁
止
さ
れ
た
（『
類
聚
三

代
格
』
巻
十
九
）
が
、
踏
歌
が
民
間
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
男
女
対
歌
の
「
歌
垣
」

と
切
り
離
せ
な
い
関
係
に
あ
っ
た
た
め
に
、
風
俗
上
の
問
題
も
あ
っ
て
、
民
間

で
の
踏
歌
が
禁
止
さ
れ
た
。
し
か
し
、
そ
の
記
事
以
外
に
日
本
の
民
間
の
踏
歌

や
歌
垣
に
つ
い
て
の
記
録
は
ま
っ
た
く
見
ら
れ
な
い
の
で
、
中
国
の
踏
歌
と
何

の
関
係
が
あ
る
の
か
は
判
断
で
き
な
い
。
た
だ
当
時
、
民
間
の
風
俗
的
な
踏
歌

と
宮
廷
儀
式
的
な
踏
歌
節
会
は
か
な
り
違
う
性
格
を
持
っ
て
い
た
の
は
、
は
っ

き
り
し
て
い
る
。

録
さ
れ
て
お
り
、『
羯
鼓
録
』
で
は
、
こ
の
曲
が
太
簇
商
に
属
す
る
「
回
婆
楽
」

と
記
さ
れ
て
い
る
。「
回
波
楽
」
に
は
歌
、
舞
、
詩
三
つ
の
領
域
が
あ
り
、
民

間
、
宮
廷
で
人
気
の
あ
っ
た
曲
目
で
あ
る
。『
新
唐
書
』
に
、

中
宗
宴
侍
臣
及
朝
集
伎
、
酒
酣
、
各
命
為
回
波
詞
…
…

	

［
巻
一
一
六
、
李
懐
遠
、
四
二
四
四
頁
］

　

ま
た
、

宴
内
殿
、
酒
酣
、
起
為
回
波
舞
。
…
…

	

［『
新
唐
書
』
巻
一
二
一
、
崔
日
用
、
四
三
三
〇
頁
］

と
も
あ
っ
て
、
回
波
舞
（
詞
）
は
当
時
酒
酣
（
酒
を
十
分
飲
ん
で
快
適
な
さ
ま
）

の
時
に
用
い
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
酒
宴
の
と
き
に
興
を
添

え
て
雰
囲
気
を
高
揚
さ
せ
る
た
め
に
奏
し
た
も
の
と
見
ら
れ
、
宮
廷
で
の
娯
楽

的
な
も
の
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

さ
て
、
中
国
で
は
民
間
に
お
い
て
も
宮
廷
に
お
い
て
も
風
俗
的
な
娯
楽
性
を

持
っ
て
い
た
踏
歌
は
、
日
本
に
伝
来
す
る
と
、
宮
廷
と
民
間
で
は
性
格
が
異
な

る
か
た
ち
で
並
存
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
宮
廷
の
場
合
は
踏
歌
を
儀
式
音
楽
と

し
て
受
け
と
め
ら
れ
た
が
、
民
間
の
場
合
は
、
そ
れ
は
完
全
に
風
俗
的
な
も
の
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こ
と
が
多
か
っ
た
。『
河
海
抄
』『
西
宮
記
』
な
ど
で
の
正
月
十
四
日
の
踏
歌
式

に
よ
れ
ば
、
演
者
た
ち
は
南
殿
─
仁
寿
殿
で
の
儀
式
が
終
わ
っ
た
あ
と
、
外
に

出
て
ま
た
踏
歌
し
続
け
、
夜
明
け
ご
ろ
に
な
っ
て
帰
る
、
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。

（
其
後
踏
歌
所
々
、
暁
及
帰
参
御
座
、『
河
海
抄
』、
三
九
九
頁
）

　

ま
た
、『
源
氏
物
語
』
に
書
か
れ
た
正
月
十
四
日
の
男
踏
歌
は
、
儀
式
と
い

う
よ
り
も
貴
族
た
ち
に
よ
る
祭
り
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
（「
竹
河
」「
真

木
柱
」
な
ど
）。
そ
の
演
奏
・
演
技
時
間
の
延
長
、
場
所
の
増
加
に
よ
る
儀
式

構
造
の
変
化
と
同
時
に
、
踏
歌
と
い
う
実
体
あ
る
い
は
そ
の
内
容
も
変
わ
っ
て

い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

演
奏
形
態
に
つ
い
て
は
、
六
国
史
に
お
け
る
延
暦
十
四
年
の
踏
歌
詞
と
延
暦

十
八
年
の
条
の
「
列
庭
踏
歌
」
な
ど
の
記
事
に
よ
る
と
、
踏
歌
の
演
奏
形
態
と

し
て
は
ま
だ
唐
風
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。『
年
中

行
事
絵
巻
』
の
「
踏
歌
図
」
に
お
け
る
唐
装
束
を
ま
と
い
、
髪
を
上
げ
て
櫛
を

挿
し
た
舞
妓
の
姿
を
見
て
も
、
唐
の
影
響
が
か
な
り
残
さ
れ
て
い
る
が
、
踊
り

方
と
し
て
は
、
手
に
手
を
と
る
の
で
は
な
く
、
檜
扇
と
薄
様
重
ね
の
畳
紙
を
手

に
持
っ
て
踊
る
、
と
い
う
か
た
ち
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

檜
扇
を
手
に
し
つ
つ
、
畳
紙
に
書
か
れ
た
歌
詞
を
見
な
が
ら
踏
歌
す
る
、
と

い
う
日
本
の
様
式
は
中
国
の
踏
歌
に
も
な
く
、
初
期
の
日
本
の
踏
歌
で
も
見
ら

れ
な
か
っ
た
も
の
な
の
で
、
平
安
後
期
に
な
っ
て
変
容
し
た
踏
歌
で
あ
る
と
判

断
で
き
る
。

　

さ
て
、
日
本
宮
廷
の
踏
歌
は
中
国
宮
廷
の
踏
歌
を
受
け
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、

演
者
は
ど
ち
ら
も
内
教
坊
の
女
性
を
中
心
に
し
て
い
た
が
、
そ
こ
で
の
踏
歌
の

あ
り
方
は
異
な
る
方
向
に
展
開
さ
れ
た
。
上
演
時
期
か
ら
見
れ
ば
、
も
と
も
と

民
間
で
の
祭
り
の
上
元
日
（
正
月
十
五
日
）
に
お
こ
な
わ
れ
た
中
国
宮
廷
の
踏

歌
は
、
日
本
に
伝
来
し
て
か
ら
は
毎
年
の
正
月
十
六
日
に
お
こ
な
わ
れ
る
定
例

の
「
節
会
」
に
変
え
ら
れ
た
。

　

そ
し
て
そ
の
上
演
場
所
は
、
日
本
で
は
内
裏
、
大
内
裏
と
い
う
宮
廷
の
正
殿

で
催
さ
れ
て
い
た
が
、
中
国
宮
廷
の
場
合
は
、
特
別
に
決
め
ら
れ
た
上
演
場
所

は
な
く
て
、
楼
上
や
楼
下
や
野
外
や
宮
廷
内
、
と
多
様
な
場
所
で
お
こ
な
わ
れ

た
、
と
い
う
点
で
、
日
本
と
は
か
な
り
異
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

奈
良
、
平
安
初
期
に
唐
か
ら
直
接
持
ち
込
ま
れ
た
踏
歌
は
、
二
百
年
近
く
た
っ

た
の
ち
、
日
本
の
宮
廷
で
は
以
下
の
よ
う
に
大
き
な
変
化
を
見
せ
る
の
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
踏
歌
を
上
演
す
る
時
刻
か
ら
み
る
と
、
初
期
の
踏
歌
は
日
中
に
お
こ

な
わ
れ
、
夕
刻
に
な
っ
て
侍
臣
た
ち
が
禄
を
賜
っ
て
終
わ
る
、
と
い
う
プ
ロ
セ

ス
だ
っ
た
。
そ
れ
が
平
安
後
期
に
な
っ
て
か
ら
は
、
と
く
に
男
踏
歌
は
ほ
と
ん

ど
夜
に
な
っ
て
か
ら
は
じ
め
、
夜
明
け
ま
で
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
変
わ
っ
た

の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
演
奏
場
所
と
し
て
は
、
初
期
の
踏
歌
は
す
べ
て
が
内
裏
あ
る
い
は
大

内
裏
に
お
け
る
正
殿
の
一
か
所
だ
け
だ
っ
た
の
に
対
し
、
後
期
の
踏
歌
で
は
、

夜
か
ら
夜
明
け
ま
で
の
長
い
プ
ロ
セ
ス
に
な
り
、
正
殿
の
二
か
所
以
上
を
回
る
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つ
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

四
、
結　

論

　

唐
か
ら
伝
来
し
た
踏
歌
が
平
安
前
期
を
経
て
日
本
化
さ
れ
、
宮
廷
文
化
に
な

る
ま
で
に
は
、
結
局
三
つ
の
段
階
を
た
ど
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
、
中
国

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
も
の
、
日
本
に
受
容
さ
れ
た
前
期
の
踏
歌
、
そ
し
て
自
文
化

に
定
着
し
た
踏
歌
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら
は
、
表
３
の
よ
う
に
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

中
国
の
隋
・
唐
文
化
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
日
本
へ
伝
わ
っ
て
き
た
。
女
楽

の
場
合
は
、
お
そ
ら
く
遣
唐
使
に
よ
っ
て
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
が
、
踏
歌
は

そ
れ
と
異
な
っ
て
、
唐
人
・
漢
人
ら
が
直
接
日
本
の
宮
廷
に
導
入
し
た
も
の
で

あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
文
化
接
触
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
に
与
え

手
と
受
け
手
と
の
力
関
係
が
働
く
も
の
で
あ
る
。
平
安
時
代
初
期
は
、
日
本
が

あ
ら
た
め
て
中
国
文
化
の
受
容
に
力
を
い
れ
、
純
粋
に
中
国
的
な
も
の
を
実
施

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
た
時
期
で
あ
る
。
律
令
・
国
家
制
度
か
ら
宗
教
思
想
ま

で
、
民
族
習
俗
か
ら
年
中
行
事
ま
で
、
そ
し
て
音
楽
体
系
か
ら
楽
器
・
楽
律
・

楽
譜
・
楽
人
制
度
な
ど
ま
で
全
般
的
に
受
け
入
れ
よ
う
と
し
た
が
、
し
か
し
、

こ
う
い
う
時
期
で
も
一
方
で
、
中
国
の
民
俗
的
、
娯
楽
的
な
踏
歌
を
日
本
に
導

入
し
、
そ
し
て
そ
れ
を
正
殿
で
お
こ
な
わ
れ
る
儀
式
音
楽
に
し
よ
う
と
し
た
。

つ
ま
り
、
日
本
に
伝
来
し
た
踏
歌
は
そ
の
も
と
も
と
の
性
格
が
変
わ
り
、
上
流

社
会
に
と
り
入
れ
ら
れ
、
高
級
芸
術
化
さ
れ
た
、
と
い
っ
て
も
よ
い
。

　

さ
ら
に
ま
た
、
男
踏
歌
の
場
合
は
、
平
安
前
期
と
比
べ
て
み
る
と
か
な
り
違

っ
て
き
て
い
る
。

　
『
西
宮
記
』
や
『
源
氏
物
語
』
な
ど
に
よ
る
と
、
演
者
た
ち
は
高
巾
子
（［
コ

ウ
コ
ジ
］
冠
の
う
し
ろ
の
頂
上
に
高
く
立
て
る
も
の
。
髻
を
こ
の
中
に
入
れ
る
。
平

安
中
期
以
後
は
、
冠
の
一
部
と
し
て
作
り
付
け
に
な
っ
た
）
の
冠
を
か
ぶ
り
、
麹

塵
（［
キ
ク
ジ
ン
、
キ
ジ
ン
］。
天
皇
が
着
る
袍
の
色
で
、
縦
は
萌
黄
、
横
は
黄
の
糸

で
織
っ
た
、
い
わ
ゆ
る
萌
黄
色
）
の
袍
、
白
の
下
襲
を
着
る
。
ま
た
祝
詞
が
唱
え

ら
れ
る
な
ど
、
予
祝
な
ど
の
呪
術
的
な
色
あ
い
の
濃
い
も
の
で
あ
っ
た
。『
年

中
行
事
秘
抄
』
は
「
踏
歌
記
」
か
ら
引
か
れ
た
仁
和
五
年
正
月
十
四
日
の
条
に

も
、

議
者
多
稱
。
踏
歌
者
。
新
年
之
祝
詞
。
累
代
之
遺
美
也
。	
［
四
六
六
頁
］

と
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
平
安
前
期
に
は
外
来
の
客
を
招
待
す
る
国
家
的

な
宴
饗
の
儀
と
は
性
格
が
か
な
り
異
な
っ
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。
実
は
そ
れ

だ
け
で
な
く
、
正
月
十
四
日
の
男
踏
歌
の
儀
式
で
は
、
行
列
に
踏
歌
、
新
年
の

祝
詞
、
ま
た
（
平
安
中
期
に
生
ま
れ
た
日
本
古
来
の
歌
詞
を
唐
楽
風
に
編
曲
し
た
）

催
馬
楽
、「
此
殿
」「
我
家
」「
絹
鴨
」
を
奏
し
た
り
、「
竹
河
」「
万
春
楽
」
を

歌
っ
た
り
し
た
。
ま
た
、
日
本
の
伝
統
楽
器
和
琴
も
伴
奏
と
し
て
登
場
し
た
こ

と
が
『
西
宮
記
』
や
『
源
氏
物
語
』
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
れ
ら

か
ら
、
平
安
後
期
の
踏
歌
は
、
形
だ
け
で
な
く
中
身
ま
で
日
本
風
に
変
身
し
つ



時代 場所 時刻 形態 装束 演者
唐
618 〜 907

野外中心、
室内楼上、
楼下 夜

隊列にして手に手
を取る踏歌

民間：不明
宮廷：珠翠 緹
繍、高冠方履、
褒衣博帯

民間：男女共同
宮廷：内教坊の
プロ中心、男性
も参加

日本
奈良、平安前
期９世紀末頃
まで

正殿の一か
所 昼 同上 不明

民間：一般
宮廷：内教坊の
プロ中心、男性
も加わった

平安後期
12 世紀まで

正殿及び宮
廷の数か所 夜

女：檜扇を持って
歌詞を見ながら踏
歌する。
男：行列して催馬
楽を歌い、何か所
も回る

女：唐の装束
男：高巾子の冠
をかぶり、麹塵
袍。白の下襲を
着る

女：�内教坊のプ
ロ

男：�①プロの舞
人
②貴族

表３　中国と日本における踏歌
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宮
廷
の
儀
式
ジ
ャ
ン
ル
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
は
、
受
容
層
の
動
機
、
能

力
、
姿
勢
な
ど
に
根
底
的
な
相
違
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

隋
・
唐
か
ら
受
容
し
、
日
本
宮
廷
儀
式
と
し
て
用
い
ら
れ
た
踏
歌
は
、
九
世

紀
後
半
ま
で
続
け
ら
れ
、
と
く
に
貞
観
、
元
慶
お
よ
び
仁
和
三
年
ま
で
の
間
は
、

宮
廷
で
頻
繁
に
お
こ
な
わ
れ
、
女
楽
と
お
な
じ
よ
う
に
国
家
の
儀
礼
楽
、
す
な

わ
ち
朝
典
楽
と
い
う
役
割
を
は
た
し
て
き
た
。
し
か
し
、
九
世
紀
末
か
ら
十
世

紀
初
頭
ま
で
の
日
本
の
政
治
は
、
外
国
と
の
交
流
を
停
止
し
た
こ
と
に
伴
い
、

文
化
的
な
面
で
は
、
吸
収
し
た
渡
来
文
化
を
消
化
し
て
自
文
化
に
転
換
す
る
時

点
を
迎
え
た
。
前
述
し
た
『
年
中
行
事
絵
巻
』
の
「
踏
歌
図
」
で
は
、
舞
妓
た

ち
は
唐
の
装
束
で
日
本
風
の
踊
り
を
踊
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
唐
の
踏
歌
が

日
本
的
に
変
換
し
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
が
は
っ
き
り
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
ま
た
、
そ
の
時
、
な
ぜ
女
踏
歌
を
続
け
て
存
在
さ
せ
る
と
同
時
に
男

踏
歌
を
出
現
さ
せ
た
の
か
は
、
興
味
深
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
男
踏
歌
の
日
が
女

踏
歌
の
二
日
前
の
正
月
十
四
日
に
設
け
ら
れ
、
ま
た
、
儀
式
構
造
か
ら
内
容
に

至
る
ま
で
前
期
の
踏
歌
と
は
か
な
り
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
、
と
い
う
点
は
前

述
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
は
、
唐
か
ら
受
け
入
れ
た
文
化
を
も
と

に
新
し
い
和
文
化
を
生
み
出
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
も
言
え
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
変
容
の
あ
り
方
か
ら
み
る
と
、
日
本
の

宮
廷
で
の
踏
歌
が
唐
の
そ
れ
と
一
致
す
る
の
は
、
む
し
ろ
そ
の
名
称
だ
け
で
あ

ろ
う
。

　

し
か
し
、
そ
の
受

容
の
過
程
に
あ
ら
た

め
て
問
題
点
を
感
じ

ざ
る
を
得
な
い
。

　

七
、
八
世
紀
の
唐

は
、
日
本
の
奈
良
、

平
安
朝
と
の
文
化
土

壌
の
違
い
が
あ
っ
た

た
め
、
日
本
が
完
全

に
唐
文
化
を
受
け
入

れ
た
と
は
考
え
に
く

い
。
受
容
層
が
異
文

化
を
吸
収
す
る
と
き

に
は
、
常
に
自
分
た

ち
に
と
っ
て
理
解
可

能
な
方
向
へ
と
意
味

づ
け
、
解
釈
し
直
す
、

と
い
う
作
業
が
伴
わ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
。
女
楽
が
中
国
で
本
来
も
っ
て
い
た
淫
楽
の
イ
メ
ー
ジ
、
ま
た
踏
歌

や
重
陽
節
な
ど
の
民
間
の
祭
り
の
一
般
的
な
性
格
が
無
視
さ
れ
、
一
挙
に
日
本
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駱
（
主
編
）
台
湾　

世
界
書
局　

民
国
六
四
年

『
唐
会
要
』
宋
・
王
溥
（
撰
）　

台
湾　

世
界
書
局　

民
国
五
二
年

『
日
本
書
紀
』
黒
板
勝
美
編　

吉
川
弘
文
館　

一
九
七
九
年

『
続
日
本
紀
』
黒
板
勝
美
編　

吉
川
弘
文
館　

一
九
七
九
年

『
日
本
後
紀
』、『
続
日
本
後
紀
』、『
日
本
文
徳
天
皇
実
録
』　

新
訂
増
補
国
史
大

系　

第
三
巻　

黒
板
勝
美
編　

吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
四
年　

新
装
版
第
二
刷

『
日
本
逸
史
』
黒
板
勝
美
編　

吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
九
年　

新
装
版
第
一
刷

『
日
本
三
代
実
録
』
黒
板
勝
美
編　

吉
川
弘
文
館　

一
九
七
九
年

『
釈
日
本
紀
』
黒
板
勝
美
編　

吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
〇
年　

新
装
版
第
一
刷

『
小
右
記
』
藤
原
実
資
（
著
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編　

岩
波
書
店　

一
九
五

九
年

『
九
暦
』
藤
原
師
輔
（
著
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編　

岩
波
書
店　

一
九
五
八
年

『
権
記
』
藤
原
行
成
（
著
）　

矢
野
太
郎
校
訂　

内
外
書
籍　

一
九
三
九
年

『
御
堂
関
白
記
』
藤
原
道
長
（
著
）　

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
・
陽
明
文
庫
編　

岩

波
書
店　

一
九
五
二
年

『
内
裏
式
』
藤
原
冬
嗣
等
撰　

新
校
群
書
類
従
第
四
巻
所
収　

川
俣
馨
一
編　

内

外
書
籍　

一
九
三
一
年

『
類
聚
三
代
格
』
黒
板
勝
美
編　

吉
川
弘
文
館　

二
〇
〇
四
年

『
年
中
行
事
秘
抄
』
川
俣
馨
一
（
編
）　

内
外
書
籍　

一
九
三
一
年

『
江
家
次
第
』
大
江
項
匡
房
著　

神
道
大
系　

朝
儀
祭
祀
編
四　

精
興
社　

平
成

三
年

『
西
宮
記
』
源
高
明
（
著
）　

吉
川
弘
文
館　

一
九
九
一
年

『
三
五
要
録
』（
楽
歳
堂
本
）
藤
原
師
長
（
著
）
宝
暦
二
年　

上
野
学
園
日
本
音
楽

引
用
・
参
考
文
献

『
西
京
雑
記
』
漢
・
劉
棭
（
撰
）　

晋
・
葛
洪
（
編
）　

上
海
古
籍
出
版
社　

一
九

九
一
年

『
漢
書
』
漢
・
班
固
等
（
撰
）　

中
華
書
局　

一
九
六
二
年
（
一
九
七
五
年　

第
三

次
印
刷
）

『
三
国
志
』晋
・
陳
寿（
撰
）　

中
華
書
局　

一
九
五
九
年（
一
九
七
三
年　

第
五
次
印

刷
）

『
羯
鼓
録
』唐
・
南
卓（
撰
）　

上
海
古
籍
出
版
社　

一
九
五
八
年（
一
九
八
八
年　

新

版
）

『
教
坊
記
』
唐
・
崔
令
欽
（
撰
）　
『
中
国
古
典
戯
曲
論
著
集
成
第
一
集
』
所
収　

中
国
戯
劇
出
版
社　

一
九
五
九
年
（
一
九
八
〇
年　

第
二
次
印
刷
）

『
楽
府
雑
録
』
唐
・
段
安
節
（
撰
）『
中
国
古
典
戯
曲
論
著
集
成
第
一
集
』
所
収　

中
国
戯
劇
出
版
社　

一
九
五
九
年
（
一
九
八
〇
年　

第
二
次
印
刷
）

『
梁
書
』
唐
・
姚
思
廉
（
撰
）　

中
華
書
局　

一
九
七
三
年

『
北
史
』
唐
・
李
延
寿
（
撰
）　

中
華
書
局　

一
九
七
四
年

『
隋
書
』
唐
・
魏
徴
等
（
撰
）　

中
華
書
局　

一
九
七
三
年

『
通
典
』
唐
・
杜
佑
（
撰
）　

中
華
書
局　

一
九
八
八
年

『
岳
陽
風
土
記
』
宋
・
範
致
明
（
撰
）　
『
百
部
叢
書
集
成
之
九
、
古
今
逸
史
』
所

収　

厳
一
萍
（
編
）　

台
湾
芸
文
印
書
館　

民
国
五
五
年

『
全
唐
詩
』
清
・
彭
定
求
等
（
編
）　

中
華
書
局　

一
九
六
〇
年
（
一
九
九
二
年　

第
五
次
印
刷
）

『
宣
和
書
譜
』
芸
術
叢
書
第
一
集　
『
唐
人
書
学
論
著　

宣
和
書
譜
』
所
収　

楊
家
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（
４
）　

劉
禹
錫
『
雑
曲
歌
辞
・
踏
歌
行
』、『
雑
曲
歌
辞
四
首
』、『
無
題
』、
陳
去

疾
『
踏
歌
行
』、
顧
况
『
雑
曲
歌
辞
・
竹
枝
』、
張
説
『
雑
曲
歌
辞
・
踏
歌
詞
』、

『
十
五
日
夜
御
前
口
号
踏
歌
詞
二
首
』
な
ど
多
く
七
言
踏
歌
詞
を
残
し
て
い
る
。

（
５
）　
「
颯
踏
」
と
い
う
術
語
が
中
国
の
史
籍
に
南
北
朝
（
三
八
六
〜
五
八
一
）

の
こ
ろ
す
で
に
出
現
し
た
が
、「
颯
沓
」
と
も
表
記
し
て
い
た
。「
颯
」
は
風
の

音
を
表
わ
す
擬
音
語
で
あ
り
、
英
姿
颯
爽
な
舞
踏
の
姿
を
表
わ
す
字
で
あ
ろ
う
。

鮑
照
の
「
白
紵
舞
詞
」
に
は
「
含
商
咀
徴
歌
露
晞
、
珠
履
颯
沓
紈
袖
飛
。」

　

と
あ
る
。
こ
こ
で
の
商
と
徴
は
音
名
で
あ
り
、「
珠
履
」
は
音
を
出
す
た
め
に

玉
を
履
い
て
い
る
靴
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
詩
行
で
は
、
晨
歌
を
歌
い
な
が
ら
、

両
袖
を
ひ
る
が
え
し
て
颯
爽
と
し
た
踊
り
（
颯
沓
）
を
踊
っ
て
い
る
よ
う
す
を

詠
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
颯
沓
の
あ
り
方
は
唐
代
ま
で
続
い
て
い
て
、
李

白
の
『
上
雲
楽
』
に
は
、「
淋
漓
颯
沓
、
進
退
成
行
。」（『
全
唐
書
』［
一
六
八

七
頁
］）
と
み
え
る
。

　
　

非
常
に
雄
壮
で
あ
る
「
颯
沓
」
の
踊
り
は
、
前
進
も
後
退
も
人
々
が
列
を
組

ん
で
お
こ
な
わ
れ
、
こ
の
よ
う
な
表
演
形
態
は
前
例
で
み
た
、
人
々
が
隊
列
し

て
踊
る
か
た
ち
と
お
な
じ
で
あ
ろ
う
。

　
　

さ
ら
に
は
、
李
白
の
『
鼓
吹
入
朝
曲
』
に
も
「
鐃
歌
列
騎
吹
、
颯
沓
引
公

卿
。」（『
全
唐
書
』［
一
七
〇
三
頁
］）
と
あ
り
、
一
列
に
な
っ
て
公
卿
を
迎
え
、

颯
沓
す
る
さ
ま
が
書
か
れ
て
い
る
。

　
　

颯
沓
は
、
唐
か
ら
日
本
に
伝
わ
っ
て
以
降
、「
颯
踏
」
の
ほ
か
「
雑
踏
」
と

も
書
か
れ
て
い
て
、『
博
雅
長
竹
譜
』
の
な
か
に
収
録
さ
れ
た
唐
曲
「
蘇
合
香
」

の
楽
譜
の
冒
頭
に
は
「
序
五
帖
、
入
破
、
颯
踏
、
急
」
と
い
う
記
載
が
あ
る

（
頁
番
号
の
記
載
な
し
）。

資
料
室
蔵

『
仁
智
要
録
』（
楽
歳
堂
本
）
藤
原
師
長
（
著
）
天
明
四
年　

上
野
学
園
日
本
音
楽

資
料
室
蔵

『
博
雅
笛
譜
』（
楽
歳
堂
本
）
源
博
雅
（
著
）
康
宝
三
年　

豊
原
倫
秋
（
写
）　

上

野
学
園
日
本
音
楽
史
料
室
蔵

『
源
氏
物
語
』
二　

山
岸
徳
平
（
校
注
）　

岩
波
書
店　

一
九
五
九
年

『
源
氏
物
語
』
三　

山
岸
徳
平
（
校
注
）　

岩
波
書
店　

一
九
六
一
年

『
源
氏
物
語
』
四　

山
岸
徳
平
（
校
注
）　

岩
波
書
店　

一
九
六
二
年

『
源
氏
物
語
』
中
田
武
司
（
訳
）　

専
修
大
学
出
版
局　

一
九
八
六
年

『
有
職
故
実
』
上
下　

石
村
貞
吉
（
著
）
嵐
義
人
（
校
訂
）　

講
談
社　

一
九
八
七
年

『
官
職
要
解
』
和
田
英
松
（
著
）
所
功
（
校
訂
）　

講
談
社　

一
九
九
〇
年

注（
１
）　

折
口
信
夫
『
折
口
信
夫
全
集
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
六
五
─
六
八
年
）

に
巻
十
七
「
日
本
芸
能
史
序
説
」
お
よ
び
ほ
か
に
散
見
、
土
橋
寛
『
古
代
歌
謡

と
儀
礼
の
研
究
』（
岩
波
書
店
、
一
九
六
五
年
）、
山
中
裕
『
平
安
朝
の
年
中
行

事
』（
塙
書
房
、
一
九
七
二
年
）、
岩
橋
小
彌
太
『
芸
能
史
叢
説
』（
吉
川
弘
文
館
、

一
九
七
五
年
）
な
ど
。

（
２
）　
「
踏
歌
節
会
と
踏
歌
の
意
義
」
は
荻
美
津
夫
『
古
代
中
世
音
楽
史
の
研
究
』

吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
七
年
。
第
二
章
の
第
三
節
に
所
収
、
該
章
の
第
二
節
に

女
踏
歌
に
つ
い
て
の
論
考
も
あ
る
。

（
３
）　

張
鳴
「
唐
宋
〝
踏
歌
〟
考
釈
（
上
篇
）」『
研
究
紀
要
』〈
日
本
大
学
文
理

学
部
人
文
科
学
研
究
所
〉
六
一
、
二
〇
〇
一
年
。
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（
７
）　
『
小
右
記
』
の
記
事
は
天
元
二
（
九
七
九
）
年
〜
長
元
五
（
一
〇
三
二
）

年
の
五
三
年
間
に
正
月
十
六
日
の
女
踏
歌
は
三
六
回
を
お
こ
な
っ
た
、
ま
た
踏

歌
節
会
の
停
止
や
天
皇
の
不
御
な
ど
も
二
回
が
あ
っ
た
。
そ
し
て
『
御
堂
関
白

記
』
に
も
正
月
十
六
日
に
踏
歌
節
会
と
し
て
四
回
も
記
録
さ
れ
た
。
ま
た
、
平

安
時
代
の
有
職
故
実
書
や
儀
式
書
と
し
て
『
江
家
次
第
』
や
『
西
宮
記
』
な
ど

に
も
正
月
十
六
日
踏
歌
節
会
と
し
て
詳
し
く
書
か
れ
て
い
る
。

（
８
）　
『
西
宮
記
』
吉
川
弘
文
館
、
昭
和
六
年
、
巻
二
、
五
九
頁
。

（
９
）　

そ
れ
は
治
安
元
（
一
〇
二
一
）
年
正
月
十
六
日
、
治
安
三
（
一
〇
二
三
）

年
正
月
十
六
日
と
万
寿
四
（
一
〇
二
七
）
年
正
月
十
六
日
の
三
例
で
あ
っ
た

（『
小
右
記
』）。

＊
こ
の
論
文
は
、
外
国
人
研
究
員
と
し
て
国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
滞
在

し
た
期
間
に
仕
上
げ
た
も
の
で
、
上
海
音
楽
学
院
国
家
重
点
学
科
の
建
設
項
目

で
も
あ
る
。

　
　

ま
た
、『
仁
智
要
録
』
お
よ
び
『
三
五
要
録
』
に
収
録
さ
れ
た
唐
楽
「
春
鶯

囀
」
に
は
「
颯
踏
」
は
あ
る
が
、『
仁
智
要
録
』
の
「
蘇
合
香
」
に
は
「
颯
踏
」

と
い
う
舞
曲
は
載
っ
て
い
な
い
。
た
だ
そ
の
前
序
に
は
、

　
　
　
　

…
…
入
破
之
上
、
有
雑
踏
而
無
其
舞
、
問
其
由
、
延
暦
遣
唐
使
時
、
舞

生
和
爾
部
嶋
継
舞
此
曲
来
時
忘
雑
踏
也
、
乃
地
除
棄
之
者
。
…
…
颯
踏
拍

子
廿
、
急
拍
子
廿
可
吹
四
反
但
序
第
二
帖
幷
颯
踏
世
不
用
…
…

�

『
仁
智
要
録
』
九
「
盤
渉
上
」

　
　

す
な
わ
ち
、「
…
…
入
破
と
い
う
節
の
前
に
雑
踏
が
あ
る
の
に
舞
が
な
い
。

そ
の
わ
け
を
聞
か
れ
る
と
、
延
暦
の
遣
唐
使
舞
生
和
爾
部
嶋
は
こ
の
舞
を
習
っ

た
が
、
日
本
に
戻
っ
た
と
き
に
そ
の
曲
を
持
っ
て
く
る
の
を
忘
れ
た
の
で
省
略

し
た
。」
と
記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
颯
踏
が
舞
曲
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
　

ま
た
、『
仁
智
要
録
』
四
「
壱
越
上
」
に
収
集
さ
れ
た
「
團
乱
旋
」
や
『
三

五
要
録
』
の
「
團
乱
旋
」
と
「
春
鶯
囀
」
に
お
け
る
「
颯
踏
」
も
、
も
と
も
と

舞
曲
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
　

も
ち
ろ
ん
、
上
例
の
「
蘇
合
香
」「
春
鶯
囀
」「
團
乱
旋
」
と
い
う
日
本
の
雅

楽
の
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
す
べ
て
『
教
坊
記
』
の
中
に
記
録
さ
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
颯
踏
は
唐
宮
廷
の
舞
曲
と
し
て
日
本
に
伝
わ
っ
て
き
た

も
の
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

（
６
）　
『
続
日
本
紀
』
巻
十
一
天
平
六
年
（
七
三
四
）
二
月
癸
巳
朔
。
天
皇
御
朱

雀
門
覽
歌
垣
。
男
女
二
百

餘
人
。
五
品
已
上
有
風
流
者
皆
交
雜
其
中
。
正
四

位
下
長
田
王
。
從
四
位
下
栗
栖
王
。
門
部
王
。
從
五
位
下
野
中
王
等
爲
頭
。
以

本
末
唱
和
。
爲
難
波
曲
。
倭
部
曲
。
淺
茅
原
曲
。
廣
瀬
曲
。
八
裳
刺
曲
之
音
。

令
都
中
士
女
縱
觀
。
極
歡
而
罷
。
賜
奉
歌
垣
男
女
等
祿
有
差
。


